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10 トークンおよび論理クラスタの使用


ジョブ定義をテスト環境から本番環境に簡単に移植できるようにするには、ジョブ定義にホスト名やポート番号など環境固有の情報を含めないようにするのが最善の方法です。Oracle Enterprise Schedulerのトークン置換および論理クラスタ機能では、T2Pプロセス中にターゲット・デプロイメントに正しく適合するよう簡単に変更できるようにメタデータを抽象化できます。

この章の構成は、次のとおりです。

	
トークン置換の使用


	
論理クラスタの使用








10.1 トークン置換の使用


構成の柔軟性を高め、プロビジョニングの必要性を削減するために、Oracle Enterprise Schedulerでは、置換可能トークンをリクエスト・パラメータおよび環境プロパティに含めることができます。

トークンの形式は、${TokenPrefix:token}となります。

ここでのtokenはトークンの名前で、TokenPrefixには置換値が指定されます。サポートされているトークンの接頭辞は、APP_ENV、ESS_ENVおよびESS_REQです。次に示す例は単純ですが、Oracle Enterprise Schedulerの置換機能を表しています。

	
APP_ENV

置換値は、アプリケーション環境プロパティから取得されます。

たとえば、次の環境変数は、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはWLSTを使用して、ホスティング・アプリケーションの構成プロパティで指定されます。

AppEnvVar1=foo

リクエスト・パラメータはジョブ定義で指定されます。

MyParam=${APP_ENV:appEnvVar1}

置換後、MyParamの値はfooです。


	
ESS_ENV

置換値は、Oracle Enterprise Schedulerサーバー環境から取得されます。これには、次の3つの可能なソースがあります。

	
JVMシステム・プロパティ: トークン値は、システム・プロパティの名前です。


	
JVM環境変数: トークン値は、環境変数の名前です。


	
JRF: トークン値は、jrfServerLogPath、jrfServerConfigDirectoryおよびjrfDomainConfigDirectoryです。




次の例は、ホスティング・アプリケーション構成プロパティ内の環境変数の仕様におけるESS_ENVトークン接頭辞の使用方法を示しています。

wlstLocation = ${ESS_ENV:common.components.home}/common/bin/wlst.sh

置換の実行時、Oracle Enterprise Schedulerプロセス・ジョブ環境には、値が完全パスであるwlstLocationという名前の環境変数が含まれます。次に例を示します。

/myInstallHome/mw_home/oracle_common/common/bin/wlst.sh


	
ESS_REQ

ESS_REQ置換は、対象のOracle Enterprise Schedulerリクエスト固有の情報から取得されます。サポートされているトークンは次のとおりです。

	
REQUEST_ID


	
REQUEST_HANDLE


	
IS_RESUMED


	
PAUSED_STATE


	
リクエストのリクエスト・パラメータ名











10.1.1 ネストされている置換


最上位レベルの置換の実行時に、ネストされている置換は自動的に解決されます。たとえば、次のリクエスト・パラメータはプロセス・ジョブのジョブ定義で指定されます。


MyParam1=${ESS_REQ:MyParam2}
MyParam2=${APP_ENV:MyEnvProp1}


アプリケーションの環境プロパティには次が含まれます。


MyEnvProp1=${ESS_ENV:weblogic.Name}


JVMシステム・プロパティweblogic.Nameの値は、ess_server1と類似したものです。MyParam1で置換が実行されると、MyParam2の値に解決され、次にMyEnvProp1の値に解決されます。ネストされている置換の結果として、MyParam1の値はess_server1となります。







10.1.2 自動置換


Oracle Enterprise Schedulerの自動置換は、プロセス・ジョブ・コマンド行および環境プロパティの他、EJBおよびWebサービス・ジョブによって使用されるリクエスト・プロパティで使用可能です。

以下のセクションには、EJBジョブ、Webサービス・ジョブおよびプロセス・ジョブに対して自動的に置換されるリクエスト・パラメータがリストされています。

これらのプロパティの詳細は、次の章を参照してください。

	
EJBジョブの作成と使用


	
Webサービス・ジョブの作成と使用


	
プロセス・ジョブの作成と使用。





EJBジョブ・タイプの自動置換プロパティ

EJBジョブ・タイプに対して自動的に置換されるプロパティは次のとおりです。

	
SYS_EXT_jndiProviderUrl


	
SYS_EXT_essRuntimeJndiMappedName


	
SYS_EXT_essMetadataJndiMappedName


	
SYS_EXT_essAsyncRequestJndiMappedName


	
SYS_EXT_essJndiCsfKey


	
SYS_EXT_invokeMessage








Webサービス・ジョブ・タイプ: 自動置換プロパティ

Webサービス・ジョブ・タイプに対して自動的に置換されるプロパティは次のとおりです。

	
SYS_EXT_wsEndpointBaseUrl


	
SYS_EXT_wsEndpointUrl


	
SYS_EXT_wsWsdlBaseUrl


	
SYS_EXT_wsWsdlUrl


	
SYS_EXT_invokeMessage


	
SYS_EXT_wsCancelMessage








プロセス・ジョブ・タイプ: 自動置換プロパティ

プロセス・ジョブ・タイプに対して自動的に置換されるプロパティは次のとおりです。

	
SYS_cmdLine


	
SYS_EXT_cmdLine.Unix


	
SYS_EXT_cmdLine.Windows


	
SYS_environmentVariables














10.2 論理クラスタの使用


Oracle Enterprise Schedulerでは、EJBおよびWebサービスのジョブに抽象的なジョブの場所を定義できる手段が提供されています。ジョブの場所は、Oracle Enterprise SchedulerのSYS_logicalClusterNameシステム・プロパティで指定し、論理クラスタ名(LCN)を指定します。

EJBまたはWebサービス・ジョブのジョブ定義によりLCNの値が指定される場合、特定の環境固有のプロパティは、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはWLSTコマンドを使用して、ジョブ定義ではなくホスティング・アプリケーション・レベルで指定されます。同じLCNを持つすべてのジョブ定義は、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはWLSTコマンドを使用してホスティング・アプリケーション構成プロパティに入力されたプロパティ値を共有します。


注意:

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlは、論理クラスタ機能を「ジョブの場所」と呼びます。「論理クラスタ」および「ジョブの場所」という用語は同じ意味で使用できます。



ジョブ定義によりSYS_logicalClusterNameプロパティの値が指定されている場合、値は、論理クラスタの属性を定義するアプリケーション構成プロパティのセットに対する接頭辞として使用されます。表10-1は、ジョブの場所に関連付けられているプロパティをリストしており、ここでのprefixは論理クラスタ名を表します。これらのプロパティがホスティング・アプリケーションで構成されている場合、指定する必要があることに注意してください。




表10-1 ジョブの場所に関連付けられているプロパティ

	プロパティ名	対応するシステム・プロパティ	説明
	
LCN.prefix.JndiProviderUrl

	
SYS_EXT_jndiProviderUrl

	
クラスタのJNDIプロバイダEJBジョブ・タイプで使用します。対応するシステム・プロパティであるSYS_EXT_jndiProviderUrlは、ジョブ内で指定しないようにする必要があります。


	
LCN.prefix.WsEndpointBaseUrl

	
SYS_EXT_wsEndpointBaseUrl

	
ホストとポート。たとえば、http://host:port/のようになります。EJBジョブ・タイプで使用します。対応するシステム・プロパティであるSYS_EXT_wsEndpointBaseUrlは、ジョブ内で指定しないようにする必要があります。


	
LCN.prefix.WsWsdlBaseUrl

	
SYS_EXT_wsWsdlBaseUrl

	
WSDLのホストとポート。たとえば、http://host:port/のようになります。EJBジョブ・タイプで使用します。対応するシステム・プロパティであるSYS_EXT_wsWsdlBaseUrlは、ジョブ内で指定しないようにする必要があります。








たとえば、ジョブによりSYS_logicalClusterNameプロパティがSOA_Cluster1として定義されている場合、アプリケーション構成には、次のプロパティが含まれている場合があります。


LCN.SOA_Cluster1.WsEndpointBaseURL=http://host:port/
LCN.SOA_Cluster1.WsWsdlBaseURL=http://host:port/
LCN.SOA_Cluster1.JndiProviderURL=t3://host1;port1;host2:port2/



注意:

SYS_logicalClusterNameプロパティの値には、「.」文字を含められません。













11 PL/SQLジョブの作成と使用


この章では、Oracle Enterprise Schedulerで使用するPL/SQLストアド・プロシージャを作成する方法と、Oracle Enterprise SchedulerでPL/SQLストアド・プロシージャを使用するために実行する必要があるOracle Databaseタスクについて説明します。

PL/SQLプロシージャを作成してジョブ定義を定義すると、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・サービスを使用して、PL/SQLプロシージャに対するジョブ・リクエストを発行できるようになります。

この章の内容は次のとおりです。

	
PL/SQLストアド・プロシージャ・ジョブ定義の使用の概要


	
Oracle Enterprise Scheduler用PL/SQLストアド・プロシージャの作成


	
PL/SQLストアド・プロシージャ用のOracle Databaseタスクの実行


	
PL/SQLジョブ・タイプのジョブ定義の作成および格納




ランタイム・サービスの使用方法の詳細は、「ランタイム・サービスの使用」を参照してください。





11.1 PL/SQLストアド・プロシージャ・ジョブ定義の使用の概要


Oracle Enterprise Schedulerを使用すると、Javaクラス、PL/SQLストアド・プロシージャ、分岐プロセスとして実行されるプロセス・リクエストなど、様々なタイプのジョブ・リクエストを実行できます。

Oracle Enterprise SchedulerでPL/SQLストアド・プロシージャを使用するには、次を実行する必要があります:

	
Oracle Enterprise Schedulerで使用するPL/SQLストアド・プロシージャを作成または取得します。


	
PL/SQLストアド・プロシージャをOracle Databaseにロードして必要な権限を付与し、その他の必要なDBAタスクを実行します。


	
Oracle JDeveloperを使用してジョブ・タイプおよびジョブ定義オブジェクトを作成し、それらのオブジェクトをOracle Enterprise Schedulerアプリケーション・メタデータとともに格納します。


	
Oracle JDeveloperを使用して、PL/SQLストアド・プロシージャを実行および発行するOracle Enterprise Scheduler APIを持つアプリケーションを作成します。




最後に、Oracle Enterprise Scheduler APIを使用するアプリケーションを作成したら、Oracle JDeveloperを使用してアプリケーションをデプロイして実行します。

実行時に、ジョブ・リクエストを発行した後、ジョブ・リクエストをモニターおよび管理できるようになります。詳細は、「ランタイム・サービスの使用」を参照してください。

Oracle Enterprise Schedulerでは、PL/SQLストアド・プロシージャ・ジョブ・リクエストに非同期実行モデルを使用します。つまり、Oracle Enterprise Schedulerでは、PL/SQLストアド・プロシージャを直接コールするのではなく、Oracle Database Schedule (Oracle Database機能)を使用します。PL/SQLストアド・プロシージャ・ジョブ・リクエストを実行する準備が整うと、Oracle Enterprise Schedulerにより、即時に1回のみ実行されるOracle Database Schedulerジョブが作成されます。このOracle Database Schedulerジョブは、PL/SQLリクエストを実行するコンテナ・インスタンスに関連付けられているOracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマ・ユーザーによって作成され、アプリケーション・プロシージャ所有者によって所有されます。Oracle Database Schedulerジョブ・プロシージャは、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマ・ユーザーによって所有されるPL/SQLラッパー・プロシージャです。最後に、Oracle Database Schedulerジョブの実行時、ラッパー・プロシージャは動的SQLを使用してアプリケーション・ストアド・プロシージャをコールします。PL/SQLストアド・プロシージャが(正常な戻り値または例外の発生によって)完了すると、Oracle Database Schedulerジョブが終了し、リモート実行が終了したOracle Enterprise Schedulerに通知するイベントを作成します。







11.2 Oracle Enterprise Scheduler用PL/SQLストアド・プロシージャの作成


Oracle Enterprise SchedulerでPL/SQLストアド・プロシージャを使用するには、PL/SQLプロシージャに、Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションで動作するための特定の特性がある必要があり、かつ、特定のOracle Database権限がPL/SQLストアド・プロシージャに割り当てられていることをDBAが確認する必要があります。

PL/SQLストアド・プロシージャの作成には、次のステップが含まれます。

	
Oracle Enterprise Schedulerで使用するための正しいシグネチャを持つPL/SQLストアド・プロシージャを定義します。


	
PL/SQLストアド・プロシージャをOracle Enterprise Schedulerで使用できるようにするために必要なDBAタスクを実行します。








11.2.1 正しいシグネチャを持つPL/SQLストアド・プロシージャの定義方法


Oracle Enterprise SchedulerからコールするPL/SQLストアド・プロシージャは、特定のシグネチャを持ち、次のような特定のプロシージャ・パラメータを含む必要があります。


PROCEDURE my_proc(request_handle IN VARCHAR2);


request_handleパラメータは、実行されるOracle Enterprise Schedulerリクエストの実行コンテキストを表す不透明な値です。

例11-1に、Oracle Enterprise Schedulerで使用するサンプルのHELLO_WORLDストアド・プロシージャを示します。


例11-1 HELLO_WORLD PL/SQLストアド・プロシージャ


create or replace procedure HELLO_WORLD( request_handle in varchar2 )
as
    v_request_id  number := null;
    v_prop_name  varchar2(500) := null;
    v_prop_int  integer := null;
begin
    -- Get the Oracle Enterprise Scheduler request ID being executed.
    begin
        v_request_id := ess_runtime.get_request_id(request_handle);
    exception
        when others then
            raise_application_error(-20000,
                'Failed to get request id for request handle ' ||
                request_handle || '. [' || SQLERRM || ']');
    end;
 
    -- Retrieve value of an existing request property.
    begin
        v_prop_name := 'mytestIntProp';
        v_prop_int := ess_runtime.get_reqprop_int(v_request_id, v_prop_name);
    exception
        when others then
            rollback;
            raise_application_error(-20001,
                'Failed to get request property ' || v_prop_name ||
                ' for Oracle Enterprise Scheduler request ID ' || v_request_id ||
                '. [' || SQLERRM || ']' );
    end;
 
    -- Update an existing request property with a new value.
    -- This procedure is responsible for commit/rollback of the update operation.
    begin
        v_prop_name := 'myJobdefProp';
        ess_runtime.update_reqprop_varchar2(v_request_id, v_prop_name,
                                            'myUpdateValue');
        commit;
    exception
        when others then
            rollback;
            raise_application_error(-20002,
                'Failed to update request property ' || v_prop_name ||
                ' for Oracle Enterprise Scheduler request ID ' || v_request_id ||
                '. [' || SQLERRM || ']' );
    end;
end helloworld;
/









11.2.2 Oracle Enterprise Scheduler PL/SQLストアド・プロシージャでのランタイム例外の処理


PL/SQLストアド・プロシージャでは、RAISE_APPLICATION_ERROR例外を発生させることによって、例外およびその他の問題を処理できます。RAISE_APPLICATION_ERRORでは、PL/SQLストアド・プロシージャのエラー・コードが-20000から-20999の範囲である必要があります。PL/SQLストアド・プロシージャで例外を発生させる必要がある場合は、RAISE_APPLICATION_ERRORを使用できます。RAISE_APPLICATION_ERRORには、-20000から-20999の範囲のエラー・コードが必要です。

表11-1に、PL/SQLストアド・プロシージャの結果に基づくOracle Enterprise Schedulerの状態を示します。




表11-1 PL/SQLストアド・プロシージャの結果の終了状態

	最終状態	説明
	
SUCCEEDED

	
PL/SQLストアド・プロシージャが例外を発生させることなく正常な結果を返すと、その後のリクエスト完了時のエラーにかかわらず、リクエストの状態はSUCCEEDED状態に遷移します。


	
WARNING

	
PL/SQLストアド・プロシージャが例外とともに結果を返すと、リクエストの状態はその例外のSQLエラー・コードに基づいて決まります。

SQLエラー・コードが-20900から-20919の範囲の場合、リクエストはWARNING終了状態に遷移します。


	
ERROR

	
PL/SQLストアド・プロシージャが例外とともに結果を返すと、リクエストの状態はその例外のSQLエラー・コードに基づいて決まります。

-20900から-20919の範囲外のエラー・コードの場合は、リクエストはERROR終了状態に遷移します(この範囲内のエラー・コードはWARNINGを示します)。

-20920から-20929の範囲内の戻りコードの場合は、BUSINESSエラー・タイプを持つERROR状態になります。この場合、リクエストは自動再試行には左右されません。













11.2.3 PL/SQLストアド・プロシージャでのジョブ・リクエスト情報へのアクセス方法



Oracle Enterprise Schedulerでは、PL/SQLストアド・プロシージャの操作で必要となる可能性のある特定の操作を実行するためのPL/SQLパッケージESS_RUNTIMEが提供されています。これらのプロシージャを使用してジョブ・リクエスト操作を実行し、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマのジョブ・リクエスト情報を取得できます。たとえば、これらのランタイム・プロシージャを使用してリクエストを発行し、Oracle Enterprise Schedulerジョブ・リクエストに関連付けられているリクエスト情報を取得および更新できます。

次のサンプル・コードは、ESS_RUNTIMEプロシージャの使用方法を示します。


v_request_id := ess_runtime.get_request_id(request_handle);


このリクエストにより、ジョブ・リクエストに関連付けられているリクエストIDが取得されます。

ESS_RUNTIMEパッケージ内の特定のプロシージャでは、リクエスト・ハンドル・パラメータが必要であり、実行されるリクエストに関する情報を提供します(これらのプロシージャは、PL/SQLストアド・プロシージャ・リクエストを実行するPL/SQLストアド・プロシージャからのみコールする必要があります)。ESS_RUNTIMEパッケージ内の一部のプロシージャは、実行するリクエストのコンテキスト外からコールできます。これらのプロシージャには、リクエストIDパラメータを含めることができます。









11.2.4 PL/SQLストアド・プロシージャの定義に関する必知事項


Oracle Enterprise SchedulerでPL/SQLストアド・プロシージャを作成して使用する場合は、次のことに注意する必要があります。

	
Oracle Enterprise Schedulerリクエストが発行されるときにPL/SQLストアド・プロシージャが存在する必要はありませんが、リクエストを実行する準備が整ったときには、PL/SQLストアド・プロシージャが存在し、コールできる必要があります。


	
PL/SQLストアド・プロシージャは、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマと同じデータベース上に存在する必要があります。












11.3 PL/SQLストアド・プロシージャ用のOracle Databaseタスクの実行


Oracle Enterprise Schedulerで使用するPL/SQLストアド・プロシージャを作成したら、DBAがPL/SQLストアド・プロシージャをOracle Databaseにロードして、必要な権限を付与する必要があります。





11.3.1 PL/SQLストアド・プロシージャ権限の付与方法



DBAは権限を付与する前に、Oracle Databaseと、Oracle Enterprise Scheduler PL/SQLストアド・プロシージャ・リクエストを発行する、デプロイされたJava EEアプリケーションに関連付けられているOracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマを決定する必要があります。

PL/SQLストアド・プロシージャ権限を付与する場合は、次の定義を使用します。

ess_schema: Java EEアプリケーションに関連付けられているOracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマを指定します。

user_schema: アプリケーション・ユーザー・スキーマの名前を指定します。

PROC_NAME: Oracle Enterprise Schedulerジョブ・リクエストに関連付けられているPL/SQLストアド・プロシージャの名前を指定します。

Oracle Database権限を付与する手順は、次のとおりです。




	Oracle Databaseで、アプリケーション・ユーザー・スキーマにESS_RUNTIMEパッケージの実行権限を付与します。次に例を示します。


GRANT EXECUTE ON ess_schema.ESS_RUNTIME to user_schema;




	Oracle Databaseで、ESS_RUNTIMEパッケージにプライベート・シノニムを作成します。これは、PL/SQLストアド・プロシージャで完全なschema_name.ESS_RUNIMEを使用するかわりに、単にESS_RUNTIMEとしてESS_RUNTIMEを参照できる便利なステップです。次に例を示します。


CREATE OR REPLACE SYNOMYM user_schema.ESS_RUNTIME for ess_schema.ESS_RUNTIME;




	Oracle Databaseで、アプリケーション・ユーザー・スキーマにESS_JOBパッケージの実行権限を付与します。ESS_JOBが使用されていない場合、このステップはスキップできます。次に例を示します。


GRANT EXECUTE ON ess_schema.ESS_JOB to user_schema;




	Oracle Databaseで、ESS_JOBパッケージにプライベート・シノニムを作成します。これは、PL/SQLストアド・プロシージャで完全なschema_name.ESS_JOBを使用するかわりに、単にESS_JOBとしてESS_JOBを参照できる便利なステップです。ESS_JOBが使用されていない場合、このステップはスキップできます。次に例を示します。


CREATE OR REPLACE SYNONYM user_schema.ESS_JOB for ess_schema.ESS_JOB;




	Oracle Databaseで、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマ・ユーザーが所有する、Oracle Enterprise Schedulerジョブ・プロシージャとして機能するPL/SQLストアド・プロシージャの実行権限を付与します。次に例を示します。


GRANT EXECUTE ON ess_schema.ESS_SCHJOB_PROC to user_schema;







例として、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマがTEST_ESSで、アプリケーション・ユーザー・スキーマがHOWTOであり、PL/SQLプロシージャの名前がHELLO_WORLDである場合は、次のようなDBA操作は次のようになります。


GRANT EXECUTE ON test_ess.ess_runtime to howto;
CREATE OR REPLACE SYNONYM howto.ess_runtime for test_ess.ess_runtime;
GRANT EXECUTE ON test_ess.ess_job to howto;
CREATE OR REPLACE SYNONYM howto.ess_job for test_ess.ess_job;
GRANT EXECUTE ON test_ess.ESS_SCHJOB_PROC to howto;









11.3.2 PL/SQLストアド・プロシージャ権限の付与に関する必知事項


ESS_RUNTIMEパッケージの権限を付与するDBAタスクについて示されている2つのステップは、ESS_RUNTIMEパッケージがPL/SQLプロシージャにより参照される場合にのみ必要です。ESS_JOBパッケージの権限の付与に使用されるDBAタスクについて示されている2つのステップは、ESS_JOBパッケージがPL/SQLプロシージャにより参照される場合にのみ必要です。ESS_SCHJOB_PROCプロシージャに示されているステップは、Oracle Enterprise Schedulerラッパー・プロシージャのコールを可能にするため、常に必要です。

Oracle Enterprise Scheduler PL/SQLストアド・プロシージャ・ジョブで使用される、特定のアプリケーション・ユーザー・スキーマ内のすべてのPL/SQLストアド・プロシージャは、常に同じ(単一の)Oracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマに関連付けられている必要があります。これは技術的に必要ありませんが、DBAのセットアップが大幅に簡略化され、PL/SQLストアド・プロシージャでESS_RUNTIMEを参照する場合に、プロシージャでOracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマを明示的に指定する必要がなくなります。









11.4 PL/SQLジョブ・タイプのジョブ定義の作成および格納


Oracle Enterprise SchedulerでPL/SQLストアド・プロシージャを使用するには、メタデータ・サービスを見つけて、ジョブ定義を作成する必要があります。ジョブ定義は、名前とジョブ・タイプを指定して作成します。ジョブ定義を作成するときには、特定のシステム・プロパティも設定する必要があります。これにより、メタデータ・サービスを使用してジョブ定義とその他の関連オブジェクトを格納できるようになります。

メタデータ・サービスの使用方法の詳細は、「メタデータ・サービスの使用」を参照してください。

Oracle Enterprise Schedulerでは、Oracle Database Schedulerジョブを使用して、SQLジョブ・リクエストに対してPL/SQLストアド・プロシージャを実行します。Oracle Database Schedulerジョブ・クラスは、データベース・サービスに対するアフィニティを持つ必要があるジョブ、またはOracle Databaseリソース・コンシューマ・グループに関連付けられるジョブに関連付けることができます。Oracle Database Schedulerジョブ所有者は、ジョブ・クラスを使用してジョブを正常に作成するために、Oracle Database Schedulerジョブ・クラスについてEXECUTE権限を持っている必要があります。

Oracle Enterprise Schedulerシステム・プロパティを使用して、PL/SQLストアド・プロシージャをコールするOracle Enterprise Schedulerジョブに特定の属性を指定できます。

これらのSystemPropertyプロパティは、SQLジョブ・タイプのPROCEDURE_NAMEとSQL_JOB_CLASSにのみ適用されます。

PROCEDURE_NAMEシステム・プロパティは、実行されるPL/SQLストアド・プロシージャの名前を指定します。ストアド・プロシージャ名は、owner.nameの形式である必要があり、この場合のownerはジョブ・プロシージャのスキーマ所有者であり、nameはプロシージャ名です。このプロパティは、ジョブ・タイプまたはジョブ定義のいずれかに対して指定する必要があります。

SQL_JOB_CLASSシステム・プロパティは、SQLジョブ・リクエストの実行に使用されるOracle Database Schedulerジョブに割り当てられるOracle Database Schedulerジョブ・クラスを指定します。このプロパティは、リクエストに使用されるOracle Database Schedulerジョブが、特定のOracle Databaseリソース・コンシューマ・グループに関連付けられる必要があるか、データベース・サービスへのアフィニティを持つ必要がある場合を除き、指定する必要はありません。

SQL_JOB_CLASSシステム・プロパティが指定されていない場合、Oracle Enterprise Schedulerによって作成されるデフォルトのOracle Database Schedulerジョブ・クラスが、Oracle Database Schedulerジョブに使用されます。デフォルトのジョブ・クラスは、デフォルトのリソース・コンシューマ・グループに関連付けられます。これはデフォルト・サービスに属し、このことは、サービス・アフィニティがなく、Oracle RAC環境内で、クラスタ内のデータベース・インスタンスのいずれかがジョブを実行する可能性があることを意味します。Oracle Enterprise Scheduler SQLリクエストでこのデフォルト・ジョブ・クラスを使用するために必要な追加の権限付与はありません。





11.4.1 PL/SQLジョブ・タイプの作成方法


Oracle Enterprise SchedulerのJobTypeオブジェクトでは、実行タイプを指定し、ジョブ・リクエストの共通プロパティ・セットを定義します。1つのジョブ・タイプを定義して、1つ以上のジョブ定義で共有できます。Oracle Enterprise Schedulerでは、次の3つの実行タイプがサポートされています。

	
JAVA_TYPE: Javaで実装され、コンテナ内で実行されるジョブ定義に使用します。


	
SQL_TYPE: データベース・サーバーでPL/SQLストアド・プロシージャとして実行されるジョブ定義に使用します。


	
PROCESS_TYPE: 個別のプロセスとして実行される、バイナリおよびスクリプトのジョブ定義に使用します。




JobTypeを指定する場合、JobTypeに関連付けられる特性を定義するプロパティも指定できます。表11-2に、PL/SQLストアド・プロシージャ・ジョブ・タイプに適したSystemPropertiesを示します。




表11-2 PL/SQLストアド・プロシージャ・ジョブ・タイプ用のOracle Enterprise Schedulerシステム・プロパティ

	システム・プロパティ	説明
	
PROCEDURE_NAME

	
PL/SQLジョブ実行の一部として実行するストアド・プロシージャの名前を指定します。

SQL_TYPEアプリケーションでは、これは必須のプロパティです。


	
SQL_JOB_CLASS

	
SQLジョブ・リクエストの実行に使用されるOracle Database Schedulerジョブに割り当てられるOracle Database Schedulerジョブ・クラスを指定します。

これは、SQL_TYPEジョブ・タイプのオプションのプロパティです。








PL/SQLジョブ・タイプを作成および格納するには、次を実行します:

	
JobTypeコンストラクタを使用して、String名とJobType.ExecutionType.SQL_TYPE引数を指定します。


	
新しいJobTypeに適切なプロパティを設定します。


	
「メタデータ・サービスへのアクセス」に示されているように、メタデータ・ポインタを取得します。メタデータ・サービスのaddJobType()メソッドを使用して、JobTypeをメタデータに格納します。


	
メタデータ・リポジトリ内でメタデータ・オブジェクトを一意に識別するMetadataObjectIdを使用します。MetadataObjectIDには、一意の識別子を使用したメタデータ・オブジェクトの完全修飾名が含まれます。




サンプル・コードは、「Oracle Enterprise SchedulerアプリケーションでのPL/SQLストアド・プロシージャの使用」を参照してください。







11.4.2 PL/SQLジョブ・タイプのジョブ定義の作成および格納方法


PL/SQLをOracle Enterprise Schedulerで使用するには、ジョブ定義を作成および格納する必要があります。ジョブ定義は、Oracle Enterprise Schedulerでジョブ・リクエストを定義する基本作業単位です。各ジョブ定義は、1つのジョブ・タイプにのみ属します。


注意:

ジョブ・タイプを指定してジョブ定義を作成した後で、タイプやジョブ定義名を変更することはできません。タイプまたはジョブ定義名を変更するには、新しいジョブ定義を作成する必要があります。



「Oracle Enterprise SchedulerアプリケーションでのPL/SQLストアド・プロシージャの使用」には、ジョブ定義コンストラクタとジョブ・タイプを使用してジョブ定義を作成する方法が示されています。







11.4.3 Oracle Enterprise SchedulerアプリケーションでのPL/SQLストアド・プロシージャの使用


この項では、SQLジョブ・タイプに対してジョブ・タイプとジョブ定義アプリケーション・メタデータを作成するサンプル・コードを示します。



import oracle.as.scheduler.JobType;
import oracle.as.scheduler.JobDefinition;
import oracle.as.scheduler.MetadataService;
import oracle.as.scheduler.MetadataServiceHandle;
import oracle.as.scheduler.MetadataObjectId;
import oracle.as.scheduler.ParameterInfo;
import oracle.as.scheduler.ParameterInfo.DataType;
import oracle.as.scheduler.ParameterList;
 
void createDefinition( )
{
   MetadataService metadata = ...
   MetadataServiceHandle mshandle = null;
 
   try
   {
      ParameterInfo pinfo;
      ParameterList plist;
 
      mshandle = metadata.open();
      
      // Define and add a PL/SQL job type for the application metadata.
      String jobTypeName = "PLSQLJobDefType";
      JobType jobType = null;
      MetadataObjectId jobTypeId = null;
 
      jobType = new JobType(jobTypeName, JobType.ExecutionType.SQL_TYPE);
 
      plist = new ParameterList();
      pinfo = SystemProperty.getSysPropInfo(SystemProperty.PROCEDURE_NAME);
      plist.add(info.getName(), pinfo.getDataType(), "HOWTO.HELLO_WORLD", false);
      pinfo = SystemProperty.getSysPropInfo(SystemProperty.PRODUCT);
      plist.add(pinfo.getName(), pinfo.getDataType(), "HOW_TO_PROD", false);
      jobType.setParameters(plist);
 
      jobTypeId = metadata.addJobType(mshandle, jobType, "HOW_TO_PROD");
 
      // Define and add a job definition for the application metadata.
      String jobDefName = "PLSQLJobDef";
      JobDefinition jobDef = null;
      MetadataObjectId jobDefId = null;
 
      jobDef = new JobDefinition(jobDefName, jobTypeId);
      jobDef.setDescription("Demo PLSQL Job Definition " + jobDefName);
 
      plist = new ParameterList();
      plist.add("myJobdefProp", DataType.STRING, "myJobdefVal", false);
      jobDef.setParameters(plist);
 
      jobDefId = metadata.addJobDefinition(mshandle, jobDef, "HOW_TO_PROD");
   }
   catch (Exception e)
   {
      [...]
   }
   finally
   {
      // always close metadata service handle in finally block
      if (null != mshandle)
      {
         metadata.close(mshandle);
         mshandle = null;
      }
   }
}
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5 ホスティング・アプリケーションを生成するためのAntの使用


この章では、Oracle Enterprise Schedulerに含まれているbuild.xmlファイルのAntターゲットを使用して、Javaジョブで使用するホスティング・アプリケーションを作成する方法について説明します。

これらのターゲットを使用して、Oracle JDeveloperワークスペースでアプリケーション・アーティファクトを作成したり、Javaジョブ実装用のテンプレートを作成したり、アプリケーションとJavaジョブの両方を(共有ライブラリとして)パッケージ化およびデプロイできます。

ここで説明するAntターゲットでは、ユーザーがジョブを操作できるクライアント・ユーザー・インタフェースを作成しません。クライアント・タスクを実行する場合は、Fusion Middleware Controlを使用するか、またはOracle JDeveloperでクライアント・ユーザー・インタフェースを開発できます。また、一般的にカスタム・ホスティング・アプリケーションには、アプリケーションのデプロイ時にパッケージ化されメタデータ・リポジトリにデプロイされるメタデータがシードされています。カスタム・ホスティング・アプリケーションを生成するAntベースのスクリプトは、メタデータ・アーティファクトを作成する手段を提供しません。このため、ホスティング・アプリケーションを生成した後、このアプリケーションをサーバーにデプロイする前にOracle JDeveloperでワークスペース(.jws)を開き、必要なメタデータを追加する必要があります。

アプリケーションおよび共有ライブラリを作成およびデプロイすると、JDeveloperまたはEnterprise Managerを使用して、デプロイされた出力にメタデータを関連付けることができます。

この章の内容は次のとおりです。

	
Antを使用したホスティング・アプリケーションの生成の概要


	
ホスティング・アプリケーションの作成およびデプロイ用のAntターゲット


	
Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成


	
Antを使用した共有ライブラリとしてのJavaジョブの作成


	
Antを使用したJavaジョブの共有ライブラリとしてのパッケージ化


	
Antを使用した共有ライブラリのデプロイ


	
Antを使用したホスティング・アプリケーションのパッケージ化


	
Antを使用したホスティング・アプリケーションのデプロイ


	
生成されたAntターゲットの構成








5.1 Antを使用したホスティング・アプリケーションの生成の概要


Oracle Enterprise Schedulerには、ホスティング・アプリケーションの実行に必要な基本アーティファクトの生成に使用できるAntビルド・ファイル、およびデプロイしてアプリケーションで実行できるJavaジョブが含まれています。

組込みAntビルド・ファイルを使用して、ホスティング・アプリケーションを生成します。実行時に、Javaジョブ用のアーティファクトの生成や、生成したコンポーネントのビルドおよびデプロイに使用できるターゲットが含まれた、別のAntビルド・ファイルも生成します。

アプリケーションおよび共有ライブラリを作成およびデプロイすると、JDeveloperまたはEnterprise Managerを使用して、デプロイされた出力にメタデータを関連付けることができます。

また、生成されたbuild.propertiesファイルを使用すると、ターゲットが実行時に使用する変数の値を設定してAntが行う作業をカスタマイズすることもできます。

この章で説明している手順には、Antで実行できる次のことが含まれています。

	
ジョブを実行できるホスティング・アプリケーションを作成します。組込みbuild.xmlファイル内のcreate-user-homeを使用します。


	
IDEでのアプリケーション・アーティファクトの編集に使用できるJDeveloperプロジェクト・ワークスペースを作成します。これは、ホスティング・アプリケーションの作成時に行われます。


	
アプリケーションの一部をビルドおよびデプロイするためのターゲットが含まれたAntビルド・ファイルを作成します。


	
ビジネス・ロジックを追加できるJavaジョブ・テンプレートを作成します。生成されたbuild.xmlファイル内のcreate-new-job-defターゲットを使用します。


	
実装されたJavaジョブを共有ライブラリとしてパッケージ化します。生成されたbuild.xmlファイル内のpackage_essjob_libraryターゲットを使用します。


	
共有ライブラリをホスティング・アプリケーションにデプロイします。生成されたbuild.xmlファイル内のdeploy_essjob_libraryターゲットを使用します。


	
ホスティング・アプリケーションをパッケージ化します。生成されたbuild.xmlファイル内のpackage_hosting_appターゲットを使用します。


	
ホスティング・アプリケーションをデプロイします。生成されたbuild.xmlファイル内のdeploy_hosting_appターゲットを使用します。








5.1.1 Antビルド・ファイルを使用するための前提条件


提供されたビルド・ファイルまたは生成されたビルド・ファイルを使用する前に、次の前提条件を満たしていることを確認してください。

	
Antがインストール済であり、ANT_HOME変数が適切に設定されており、PATHがantのbinディレクトリを指すように設定してある必要があります。


	
Oracle JDeveloperをインストールおよび設定する必要があります。PATH変数には、jdevコマンドをコマンド・プロンプトから実行できるようにOracle JDeveloper binディレクトリが含まれている必要があります。












5.2 ホスティング・アプリケーションの作成およびデプロイ用のAntターゲット


Oracle Enterprise Schedulerには、ジョブを実行できるホスティング・アプリケーションをデプロイするのに役立つ、Antビルド・ファイルが含まれています。


ただし、実際にはこのジョブを完了するには、2つのビルド・ファイルを使用します。その1つはOracle Enterprise Schedulerに含まれており、もう1つは組込みビルド・ファイル内のターゲットにより生成されます。次の表では、これら2つのファイルにデフォルトで含まれているターゲットをリストして説明します。

デフォルトでは、組込みbuild.xmlファイルはOracle Enterprise Schedulerのextensibility_scriptsディレクトリにあります。たとえば、Oracle JDeveloperインストールでは、MW_HOME/oracle_common/ess/extensibility_scripts/build.xmlにあり、Oracle Enterprise Schedulerなどの製品のインストールでは、ORACLE_HOME/extensibility_scriptsディレクトリにあります。




表5-1 組込みビルド・ファイル内のAntターゲット

	Antターゲット	説明
	
create-user-home

	
ユーザー・ホームを作成するためのデフォルト・ターゲットです。


	
help-create-user-home

	
ユーザー・ホームの作成に関するヘルプです。








組込みbuild.xmlファイルのcreate-user-homeターゲットを実行した場合、ターゲットのアクションの1つとして、別のbuild.xmlファイルが作成されます。そのファイルには、アプリケーション用のアーティファクトを作成、ビルドおよびデプロイするために使用できる次のターゲットが含まれています。




表5-2 生成されたビルド・ファイル内のAntターゲット

	Antターゲット	説明
	
build_ears

	
ジョブ共有ライブラリおよびホスティング・アプリケーションをパッケージ化します。


	
create-new-job-def

	
Javaジョブを共有ライブラリとして作成します。


	
deploy

	
ジョブ・ライブラリおよびホスティング・アプリケーションをパッケージ化およびデプロイします。


	
deploy_essjob_library

	
Javaジョブ共有ライブラリをデプロイします。


	
deploy_hosting_app

	
ホスティング・アプリケーションをデプロイします。


	
deploy_job_logic

	
ジョブ共有ライブラリをパッケージ化およびデプロイします。


	
package_essjob_library

	
Javaジョブを共有ライブラリとしてパッケージ化します。


	
package_hosting_app

	
ホスティング・アプリケーションをパッケージ化します。















5.3 Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成


Oracle Enterprise Schedulerに含まれているbuild.xmlファイル内のcreate-user-home Antターゲットを実行して、ホスティング・アプリケーションを作成できます。


スクリプトが正常に完了すると、パッケージ化およびデプロイ可能なホスティング・アプリケーション用アーティファクトが作成されます。これらのアーティファクトは、指定したターゲット・ディレクトリのJDeveloper互換ワークスペース内に生成されます。作成されたワークスペースにはbuild.xmlが含まれており、これを使用して、ホスティング・アプリケーションおよび生成されたJavaジョブを共有ライブラリとしてビルド、パッケージ化およびデプロイできます。

ターゲットが実行されるとき、ターゲットの作業のガイドとなる詳細を入力することを要求されます。これらの詳細には、ターゲットの作業について意図されている環境(特定のアプリケーションで実行するなど)、新しいアプリケーションの名前、ターゲット・ディレクトリなどが含まれます。

開始する前に、Antターゲットによって要求される次の情報を用意しておきます。




表5-3 Antターゲットで必要な情報

	入力プロンプト	説明
	
使用するテンプレート

	
可能な値はFusionおよびStandaloneです。Oracle Fusion Applicationsで使用するために開発している場合は、ここでFusionと入力します。

Oracle Fusion Applicationsで使用するための開発でない場合は、Standaloneと入力します。

Oracle Fusion Applicationsコンテキストとスタンドアロン・コンテキストとの間には重要な相違があります。たとえば、Oracle Fusion Applicationsコンテキストでは、ターゲットはわずかに異なるホスティング・アプリケーションおよびクライアント・アプリケーションを生成します。


	
ミドルウェア・ホーム・ディレクトリ・パス

	
Oracle Enterprise Schedulerが(多くの場合、埋め込まれている別の製品により)インストールされたときに作成されたミドルウェア・ホーム・ディレクトリです。サポート・ライブラリの場所は、このディレクトリに対して相対的な場所にあります。

この機能は、ojdeployユーティリティを使用してアーティファクトを作成およびパッケージ化し、サーバーにデプロイします。binディレクトリにojdeployを含むOracle JDeveloperディレクトリがミドルウェア・ホーム・パスに含まれない場合、Oracle JDeveloperがインストールされるディレクトリを指定します。


	
ホスティング・アプリケーション名

	
新しいホスティング・アプリケーションに付ける名前です。


	
ホスティング・アプリケーションJPSストライプID

	
ストライプは、アプリケーションで使用するポリシー・ストア内の値のサブセットを定義するセキュリティ構成です。実行時に、アプリケーションに適用可能なポリシーのセットを決定します。多くの場合、アプリケーション名が使用されます。


	
ジョブ・ビジネス・ロジックの共有ライブラリ名

	
生成されたJavaジョブ・ソース・コードを配置する共有ライブラリの名前です。


	
アプリケーションが作成される空のディレクトリ

	
生成されたファイルの移動先となるディレクトリです。これは、後で使用するアーティファクト(build.xmlファイルなど)が作成されるJDeveloperワークスペースの場所となります。








Antを使用したホスティング・アプリケーションの作成手順




	開始するには、コンソール・ウィンドウを開き、組込みbuild.xmlがある場所にディレクトリを変更します。デフォルトでは、これはOracle Enterprise Schedulerのextensibility_scriptsディレクトリです。たとえば、MW_HOME/oracle_common/ess/extensibility_scripts/build.xmlです。

次のようなコマンドでターゲットを実行します。このターゲット名は、ビルド・ファイルのデフォルト・ターゲットであるため、省略できます。


ant


ターゲット名を使用する場合は、次のようなコマンドになります。


ant create-user-home


Antコンソール出力の次の例では、プロンプトが[input]という語で始まることに注意してください。各プロンプトで、使用する値を入力し、[Enter]を押します。

必要な情報を入力すると、ターゲットは要求したディレクトリおよびファイルを作成し、必要なファイルを新しいワークスペースにコピーし、新しいホスティング・アプリケーション用の一部の構成を設定します。


[extensibility_scripts]$ ant
 
Buildfile: build.xml
 
-init:
 
create-user-home:
[input] Enter which template should be used (source_template)
(default=Fusion)
    [input]      ([Fusion], Standalone)
Standalone
    [input] Enter Middleware Home Directory path (fmw_home_dir) (default=) []
/scratch/fmwtools/mw_home
    [input] Enter hosting application name (hosting_application_name)
(default=MyAppEss) [MyAppEss]
NewDemoApp
    [input] Enter hosting application JPS stripe id
(hosting_application_stripe_id) (default=MyAppEss) [MyAppEss]
NewDemoApp
    [input] Do you want to add shared library for the (java) job business
logic? (use_jobdef_library) (default=yes)
    [input]      ([yes], no)
no
[input] Enter an empty directory where the applications will be created
(user_home)
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
     [echo]
     [echo]
    [mkdir] Created dir:
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
[propertyfile] Creating new property file:
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/template.properties
     [copy] Copying 9 files to
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
     [copy] Copied 15 empty directories to 4 empty directories under
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
     [copy] Copying 1 file to
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/ant/config
     [copy] Copying 1 file to
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
     [copy] Copying 15 files to
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
     [move] Moving 1 file to
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/Template_Hosting
     [echo]
     [echo] ========================================
     [echo]
     [echo] A new workspace has been created at:
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
     [echo] This workspace can be opened and modified using JDeveloper
     [echo] To deploy the applications, run the following command:
     [echo]     ant -f
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/ant/build-ess.xml
deploy
     [echo] To create new jobs from predefined templates, run the following
command:
     [echo]     ant -f
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/build.xml
create-new-job-def
 
BUILD SUCCESSFUL
Total time: 49 seconds 



[extensibility_scripts]$ ant
 
Buildfile: build.xml
 
-init:
 
create-user-home:
[input] Enter which template should be used (source_template)
(default=Fusion)
    [input]      ([Fusion], Standalone)
Standalone
    [input] Enter Middleware Home Directory path (fmw_home_dir) (default=) []
/scratch/fmwtools/mw_home
    [input] Enter hosting application name (hosting_application_name)
(default=MyAppEss) [MyAppEss]
NewDemoApp
    [input] Enter hosting application JPS stripe id
(hosting_application_stripe_id) (default=MyAppEss) [MyAppEss]
NewDemoApp
    [input] Do you want to add shared library for the (java) job business
logic? (use_jobdef_library) (default=yes)
    [input]      ([yes], no)
yes
    [input] Enter the shared library name for the job business logic
(jobdef_library_name) (default=MyJobsLibrary) [MyJobsLibrary]
NewDemoAppJobsLib
[input] Enter an empty directory where the applications will be created
(user_home)
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
     [echo]
     [echo]
    [mkdir] Created dir:
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
[propertyfile] Creating new property file:
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/template.properties
     [copy] Copying 11 files to
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
     [copy] Copied 25 empty directories to 9 empty directories under
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
     [copy] Copying 1 file to
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/ant/config
     [copy] Copying 1 file to
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
     [copy] Copying 15 files to
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
     [move] Moving 1 file to
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/Template_Hosting
     [echo]
     [echo] ========================================
     [echo]
     [echo] A new workspace has been created at:
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp
     [echo] This workspace can be opened and modified using JDeveloper
     [echo] To deploy the applications, run the following command:
     [echo]     ant -f
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/ant/build-ess.xml
deploy
     [echo] To create new jobs from predefined templates, run the following
command:
     [echo]     ant -f
/scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/build.xml
create-new-job-def
 
BUILD SUCCESSFUL
Total time: 1 minute 32 seconds 












5.4 Antを使用した共有ライブラリとしてのJavaジョブの作成


新しいホスティング・アプリケーションを作成したときに生成されたビルド・ファイル内のcreate-new-job-def Antターゲットを実行して、Javaジョブ・クラス・テンプレートを作成できます。


詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照してください。

ここで作成するJavaクラスは、Javaジョブを実装するロジックを追加できるテンプレートとなります。JavaジョブではJavaコードを実行します。実装されるJavaジョブに対しては、そのジョブの仕様の一部から構成されるメタデータを追加できます。


注意:

現在、このAntターゲットでは同期Javaジョブ・テンプレートのみを作成できます。



ターゲットが実行されるとき、ターゲットの作業のガイドとなる詳細を入力することを要求されます。開始する前に、Antターゲットによって要求される次の情報を用意しておきます。




表5-4 Antターゲットで必要な情報

	入力プロンプト	説明
	
作成するジョブ定義テンプレートの数

	
作成するJavaジョブ実装のタイプに対応する数です。現在、この方法で作成できるのは同期Javaジョブのみであるため、サポートされている値は1のみとなります。


	
ジョブ定義のJavaパッケージ名

	
作成するJavaジョブのパッケージ名です。


	
ジョブ定義のJavaクラス名

	
作成するJavaジョブのクラス名です。








Antを使用してJavaジョブ・クラス・テンプレートを作成する手順は、次のとおりです。




	開始するには、コンソール・ウィンドウで、ディレクトリを、アプリケーションを作成する場所として指定したディレクトリに変更します。build.xmlファイルがそこに存在する必要があります。次のコマンドを使用して、ターゲットを実行します。


ant create-new-job-def


Antコンソール出力の次の例で、プロンプトがどこで発生するかを確認できます。情報を入力すると、ターゲットは要求されたファイルを作成し、必要なファイルを新しいワークスペースにコピーし、新しいホスティング・アプリケーション用の一部の構成を設定します。


[extensibility_scripts]$ ant -f /scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/build.xml create-new-job-def

Buildfile: /scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/build.xml

-init:

create-new-job-def:
     [echo] Available Job Definition Templates:
     [echo]     1) Simple Synchronous Java Job
    [input] Enter number of job definition template to create (job_template_to_create)
1
     [echo] Calling default target on /scratch/miscFiles/ExtnDemo/extensibility_scripts/Standalone/Template_JobLibrary/simple_synchronous_job/build.xml
 
-init:
 
create-job-definition:
    [input] Enter Java package name for Job Definition (jobdef_package_name) (default=oracle.apps.ess.custom) [oracle.apps.ess.custom]
oracle.apps.ess.custom
    [input] Enter Java class name for Job Definition (jobdef_class_name) (default=MySynchronousJavaJob) [MySynchronousJavaJob]
NewDemoHelloWorld
     [copy] Copying 1 file to /scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/NewDemoApp/EssSharedLibrary/src
     [copy] Copying 1 file to /scratch/WLServers/MW_HOME/standalone_apps/NewDemoApp/NewDemoApp/EssSharedLibrary/src/oracle/apps/ess/custom
 
BUILD SUCCESSFUL
Total time: 34 seconds




	Javaジョブ用のクラス・テンプレートを作成すると、ジョブのロジックを実装するコードを追加できます。このテンプレートは、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」で、ホスティング・アプリケーションを作成したときに作成した、JDeveloperワークスペース内のプロジェクトにあります。ファイルのディレクトリ・パスは、Antコンソール出力に示されます。Javaコードを編集する場合、JDeveloperや単純なテキスト・エディタなど、希望のエディタを使用できます。

Javaファイルを開き、コードを追加して、execute()メソッドを実装します。例5-1は、どのようなコードが生成されるかを示しています。oracle.as.scheduler.Executableインタフェースのexecute()メソッドの単純な実装を、Javaジョブの作業を実行するコードに置き換えます。







例5-1 Oracle Enterprise SchedulerのHelloWorld Javaクラス


package oracle.apps.ess.custom;

import java.io.StringWriter;
import java.security.AccessControlContext;
import java.security.AccessController;
import javax.security.auth.Subject;

import oracle.as.scheduler.RequestParameters;
import oracle.as.scheduler.job.BaseSynchronousJavaJob;
import oracle.as.scheduler.request.ContentType;
import oracle.security.jps.util.SubjectUtil;

public class NewDemoHelloWorld extends BaseSynchronousJavaJob {

    public NewDemoHelloWorld() {
        super();
    }

    protected void execute() throws Exception 
    {
        long requestId = getRequestExecutionContext().getRequestId();
        RequestParameters params = getRequestParameters();
        AccessControlContext accContext = AccessController.getContext();
        Subject subject = Subject.getSubject(accContext);
        String username = SubjectUtil.getUserName(subject);          
       /*
        * Write contents to request log
        */
        StringWriter strWriter = new StringWriter();
        strWriter.write("Simple ESS Java job execution LOG");
        strWriter.write("ESS Job requestID: " + requestId);
        strWriter.write("Username: " + username);
        writeToRequestLog(requestId, strWriter.toString());

       /*
        * Write Text contents to request output 
        */
        strWriter = new StringWriter();
        strWriter.write("Simple ESS Java job execution Text Out");
        strWriter.write("ESS Job requestID: " + requestId);
        strWriter.write("Username: " + username);
        writeToRequestOutput(requestId, strWriter.toString(), ContentType.Text);
    }
}









5.5 Antを使用したJavaジョブの共有ライブラリとしてのパッケージ化


package_essjob_library Antターゲットを実行して、Javaジョブ実装をパッケージ化できます。



注意:

新しいホスティング・アプリケーションを作成すると、このターゲットが含まれたビルド・ファイルが生成されます。(詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照。)



package_essjob_libraryターゲットによって、ジョブ・コードのコンパイルおよびJARが実行されます。このターゲットは、ユーザーによる入力は必要なく、単に実行されて完了します。

Antを使用してJavaジョブ・クラス実装をパッケージ化する手順は、次のとおりです。





	
コンソール・ウィンドウで、ディレクトリを、ホスティング・アプリケーションを作成する場所として指定したディレクトリに変更します。次のコマンドを使用して、ターゲットを実行します。


ant package_essjob_library












5.6 Antを使用した共有ライブラリのデプロイ


deploy_essjob_library Antターゲットを実行して、Javaジョブ共有ライブラリをデプロイできます。



注意:

新しいホスティング・アプリケーションを作成すると、このターゲットが含まれたビルド・ファイルが生成されます。(詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照。)



deploy_essjob_libraryターゲットは、ジョブ・ライブラリをデプロイします。このターゲットは、ユーザーによる入力は必要なく、単に実行されて完了します。

Antを使用してJavaジョブ共有ライブラリをデプロイする手順は、次のとおりです。





	
コンソール・ウィンドウで、ディレクトリを、ホスティング・アプリケーションを作成する場所として指定したディレクトリに変更します。次のコマンドを使用して、ターゲットを実行します。


ant deploy_essjob_library












5.7 Antを使用したホスティング・アプリケーションのパッケージ化


package_hosting_app Antターゲットを実行して、ホスティング・アプリケーションをパッケージ化できます。



注意:

新しいホスティング・アプリケーションを作成すると、このターゲットが含まれたビルド・ファイルが生成されます。(詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照。)



package_hosting_appターゲットは、create-user-homeターゲットで作成されたホスティング・アプリケーションをパッケージ化します(詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照)。このターゲットは、ユーザーによる入力は必要なく、単に実行されて完了します。

Antを使用してホスティング・アプリケーションをパッケージ化する手順は、次のとおりです。





	
コンソール・ウィンドウで、ディレクトリを、ホスティング・アプリケーションを作成する場所として指定したディレクトリに変更します。次のコマンドを使用して、ターゲットを実行します。


ant package_hosting_app












5.8 Antを使用したホスティング・アプリケーションのデプロイ


deploy_hosting_app Antターゲットを実行して、ホスティング・アプリケーションをデプロイできます。



注意:

新しいホスティング・アプリケーションを作成すると、このターゲットが含まれたビルド・ファイルが生成されます。(詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照。)



deploy_hosting_appターゲットは、create-user-homeターゲットで作成されたホスティング・アプリケーションをデプロイします(詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照)。このターゲットは、ユーザーによる入力は必要なく、単に実行されて完了します。

Antを使用してホスティング・アプリケーションをデプロイする手順は、次のとおりです。





	
コンソール・ウィンドウで、ディレクトリを、ホスティング・アプリケーションを作成する場所として指定したディレクトリに変更します。次のコマンドを使用して、ターゲットを実行します。


ant deploy_hosting_app












5.9 生成されたAntターゲットの構成


ファイルuser_home/ant/config/ess-build.propertiesには、ビルド、パッケージ化およびデプロイメント時にAntスクリプトによって使用される情報を指定するための様々なパラメータが含まれています。user_homeは、アプリケーション・ワークスペースを格納するよう指定したディレクトリです。

アーカイブのデプロイメントの前に、WebLogic Serverに基づく詳細をユーザーの環境に合わせて変更する必要があります。

表5-5で説明しているビルド・プロパティを使用して、Antターゲットを独自の構成値でカスタマイズします。




表5-5 Antビルドをカスタマイズするためのビルド・プロパティ

	ビルド・プロパティ	説明
	
customEss.hostapp.earprofile

	
-


	
customEss.hostapp.jarfile

	
-


	
customEss.hostapp.jarprofile

	
-


	
customEss.hostapp.jprproject

	
-


	
customEss.hostapp.jwsfile

	
-


	
customEss.hostapp.mds.jdbc

	
-


	
customEss.hostapp.mds.partition

	
-


	
customEss.hostapp.name

	
生成されたホスティング・アプリケーションに使用する名前です。


	
customEss.hostapp.workspace

	
-


	
customEss.project.dir

	
生成されたJDeveloperプロジェクトのディレクトリの場所です。


	
customEss.shared.library.name

	
生成された共有ライブラリに付けられた名前です。


	
ess.script.base.dir

	
-


	
fmw.home

	
-


	
jdev.home

	
-


	
oracle.common

	
-


	
ess.server.name

	
Oracle Enterprise Schedulerジョブ・ライブラリおよびホスティング・アプリケーションがデプロイされるOracle Enterprise Schedulerの管理/管理対象サーバーのカンマで区切られた名前。


	
weblogic.admin.user

	
WebLogic Serverの管理ユーザー名。


	
weblogic.server.host

	
-


	
weblogic.server.port

	
-


	
weblogic.server.ssl.port

	
-


	
weblogic.t3.url

	
-









# ESS build properties
ess.script.base.dir=${user_home}
 
fmw.home=${fmw_home}
jdev.home=${fmw.home}/jdeveloper
oracle.common=${fmw.home}/oracle_common
 
# ========== ESS JDev project details ===============
customEss.project.dir=${ess.script.base.dir}
 
customEss.hostapp.workspace=${hosting_application_name}
customEss.hostapp.jwsfile=${hosting_application_name}
customEss.hostapp.earprofile=${hosting_application_name}
customEss.hostapp.jprproject=EssSharedLibrary
customEss.hostapp.jarprofile=EssSharedLibrary
customEss.hostapp.jarfile=${jobdef_library_name}
 
customEss.shared.library.name=${jobdef_library_name}
 
customEss.hostapp.mds.partition=${hosting_application_name}
customEss.hostapp.mds.jdbc=mds-ESS_MDS_DS
customEss.hostapp.name=${hosting_application_name}
 
# ========== Weblogic Server details ===============
MW_HOME=${fmw.home}
ORACLE_HOME=${jdev.home}
MW_ORA_HOME=${jdev.home}
COMMON_COMPONENTS_HOME=${oracle.common}
WEBLOGIC_HOME=${fmw.home}/wlserver_10.3
weblogic.server.host=adc2170657.example.com
WEBLOGIC_HOME=${fmw.home}/wlserver_10.3
weblogic.server.host=adc2170657.example.com
weblogic.server.port=7001
weblogic.server.ssl.port=7002
weblogic.admin.user=weblogic
weblogic.t3.url=t3://${weblogic.server.host}:${weblogic.server.port}
# Comma separated names of ess admin/managed servers to which essjob library and    hosting app is deployed
ess.server.name=AdminServer











2 ジョブ開発の計画


Oracle Enterprise Schedulerは柔軟であり、実装およびデプロイメント・オプションが用意されています。より簡単に実装でき、すぐに利用できるコンポーネントを使用するオプションや、より複雑であるものの多くの部分をカスタマイズできるオプションもあります。この章では、Oracle Enterprise Schedulerデプロイメントの計画時に考慮する必要がある様々なオプションについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
ジョブ開発フロー


	
ホスティング・アプリケーション


	
クライアント・アプリケーション


	
ジョブ実装の作成


	
ジョブ・メタデータの作成








2.1 ジョブ開発フロー


この項では、ジョブ開発プロセスのステップ、および各ステップで使用できるオプションについて説明します。

図2-1に、Oracle Enterprise Schedulerコンポーネントを表す図を示します。

	
ホスティング・アプリケーションを作成しデプロイします。次のオプションがあります。

	
ホスティング・アプリケーションを作成するのではなく、事前デプロイ済のネイティブ・ホスティング・アプリケーションを使用します。


	
Antスクリプトからホスティング・アプリケーションを生成しデプロイします。


	
JDeveloperを使用して最初から作成しデプロイします。





	
UIまたはクライアント・アプリケーションを作成しデプロイします。次のオプションがあります。

	
クライアント・アプリケーションでは、シン・クライアント共有ライブラリが使用されます。


	
クライアント・アプリケーションでは、クライアント・ライブラリが使用されます。


	
UIまたはクライアント・アプリケーションを作成するのではなく、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlをクライアント・アプリケーションとして使用します。





	
ジョブ実装を作成しデプロイします。次のオプションがあります。

	
Javaベースではないジョブの場合、Oracle Enterprise Schedulerとは無関係なジョブを実装しデプロイできます。


	
Javaベースのジョブの場合、Javaクラスはカスタム・ホスティング・アプリケーションの一部である必要があります。





	
ジョブ・メタデータを作成します。次のオプションがあります。

	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlでメタデータを定義します。


	
Oracle JDeveloperを使用して、ホスティング・アプリケーションの一部としてデプロイメントの事前定義済/シード済のジョブ・メタデータを作成します。


	
メタデータ・サービスAPIを使用して、ジョブ・メタデータをプログラムにより作成します。





	
発行およびメタデータ権限をデプロイ済のジョブに指定します。次のオプションがあります。

	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用して権限を指定します。


	
ホスティング・アプリケーションまたはクライアント・アプリケーションのEARデプロイメントの一部として権限をプロビジョニングします。




詳細は、「Oracle Enterprise Schedulerのセキュリティ」の章を参照してください。





図2-1 Oracle Enterprise Schedulerコンポーネント

[image: 図2-1の説明が続きます]








2.2 ホスティング・アプリケーション


ジョブは、ホスティング・アプリケーションのコンテキストで実行されます。ジョブがリモートの場合(EJBなど)、ジョブはホスティング・アプリケーションで起動されます。事前デプロイ済ネイティブ・アプリケーションは使用するのに便利ですが、カスタムJavaジョブを実行できません。

事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションは、EJBやWebサービス・ジョブなどのカスタム・リモート・ジョブに適しています。事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションの詳細は、「事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションの使用」を参照してください。

JDeveloperを使用したカスタム・ホスティング・アプリケーションの開発の詳細は、「Oracle JDeveloperを使用したOracle Enterprise Schedulerアプリケーションの生成」を参照してください。

Oracle Enterprise Scheduler Antスクリプトを使用したカスタム・ホスティング・アプリケーションの開発の詳細は、「ホスティング・アプリケーションを生成するためのAntの使用」を参照してください。







2.3 クライアント・アプリケーション


クライアント・アプリケーションは、シン・クライアント共有ライブラリまたはクライアント共有ライブラリを使用するJ2EEアプリケーションです。

クライアント・アプリケーションは、次の目的で通常使用されるJ2EEアプリケーションです。

	
ジョブの発行


	
ステータスのリクエスト


	
ジョブ出力およびログの読取り


	
場合によっては、Oracle Enterprise Schedulerがリモートで起動できるEJBジョブ実装のホスト




クライアント・アプリケーションは、ホスティング・アプリケーションと組み合せることができますが、こればベスト・プラクティスではありません。

Oracle Enterprise Schedulerサーバー以外のサーバーへのクライアント・アプリケーションのデプロイは拡張ユース・ケースであり、他のOracle埋込み製品でのみ使用可能なOracle Enterprise Scheduler内部テンプレートの使用を必要とします。

クライアント・アプリケーションでは、シン・クライアント共有ライブラリまたはクライアント共有ライブラリが使用されます。2つのライブラリの主な違いは次のとおりです。

	
シン・クライアント共有ライブラリは、Oracle Enterprise Schedulerサーバーまたはデプロイ中のいずれのOracle Enterprise Schedulerデータ・ソースにも依存せず、Oracle Enterprise Schedulerデプロイメントがオプションの場合に最良です。シン・クライアント共有ライブラリは、ホスティング・アプリケーションに接続され、Oracle Enterprise Schedulerメタデータおよびランタイム・ストアにアクセスして処理を行います。


	
クライアント共有ライブラリには利点があります。ライブラリにより、Oracle Enterprise Schedulerメタデータおよびランタイム・ストアへの直接アクセスが可能なため、Oracle Enterprise Schedulerサーバーは、ジョブの発行およびステータスの問合せを行うために実行中である必要がありません。クライアント・アプリケーションがOracle Enterprise Schedulerと同じWebLogic Server上に配置されている場合に使用することをお薦めします。


	
シン・クライアント共有ライブラリを使用したクライアント・アプリケーションの開発は、クライアント・アプリケーションがMDSとの対話にadf-config.xmlファイルを必要とせず、クライアント共有ライブラリに必要なOracle Enterprise Scheduler EJBデプロイメント・ディスクリプタを持っているため、より簡単です。




メタデータがクライアント・アプリケーションによってデプロイメント時に自動的にプロビジョニングされない場合、シン・クライアント・アプリケーションは、Oracle Enterprise Scheduler MDSデータ・ソースに依存しません。

クライアント・アプリケーションの作成の詳細は、「シン・クライアント・アプリケーションの作成」を参照してください。







2.4 ジョブ実装の作成


非Javaベース・ジョブ、Javaベース・ジョブおよびEJBジョブに対しては、異なるジョブ実装を使用します。

Javaベースではないジョブの場合(PL/SQLおよびバイナリ・プロセス・ジョブ)、Oracle Enterprise Schedulerとは無関係なプロセス・バイナリまたはPL/SQLプロシージャを実装、設定およびデプロイできます。

Javaベースのジョブの場合、Java実装はOracle Enterprise Scheduler定義済インタフェースに準拠している必要があり、カスタム・ホスティング・アプリケーションの一部として含まれている必要があります。

EJBジョブの場合、EJBインタフェースは、Oracle Enterprise Scheduler定義済インタフェースに準拠している必要があります。インタフェースは、Oracle Enterprise Scheduler共有ライブラリ内にあります。EJBジョブ実装を作成する方法の詳細は、「EJBジョブの作成と使用」を参照してください。

SOAコンポジットのWebサービス・ジョブ実装としての使用方法の詳細は、「Webサービス・ジョブの作成と使用」を参照してください。







2.5 ジョブ・メタデータの作成


ジョブ・メタデータを作成する最も簡単な方法は、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを介して定義する方法です。

また、JDeveloperを使用してメタデータを作成し、これをクライアントまたはホスティング・アプリケーションの一部であるMARアーカイブに配置し、アプリケーションのデプロイ時にメタデータをMDSにデプロイすることもできます。SOA Suiteでは、メタデータが、メタデータAPIを使用して最初の使用時にプログラムにより作成されます。

メタデータAPIの詳細は、「メタデータ・サービスの使用」を参照してください。





2.5.1 発行後の自動メタデータ・リフレッシュ


Oracle Enterprise Schedulerでは、ジョブ・リクエストおよびそのすべての子によって、発行からリクエストが最終状態に到達するまで一貫したメタデータ・スナップショットが使用されることが保証されます。これは、ジョブ・リクエストの発行時に、リクエストによって使用されることが認識されているすべてのメタデータをキャッシュすることで実現されます。ただし、このキャッシュにより、長時間実行される反復リクエストが重要なメタデータ変更を使用できなくなります。非互換性が予期したとおりに機能するようにするには、新規および更新された非互換性を、以前に発行されたか新たに発行されたかにかかわらず、関連するすべてのリクエストに適用する必要があります。ジョブ・メタデータの場合、カスタマイズ可能なパラメータは変更される可能性があり、以前に発行されたリクエストに適用する必要があります。たとえば、ジョブ定義のリクエスト・カテゴリが変更された場合、作業割当てが予期したとおりに機能するように、変更を前から存在するリクエストに適用する必要があります。

これらの問題に対処するために、Oracle Enterprise Schedulerは、以前に発行された次のリクエストに対してメタデータを自動的にリフレッシュします。

	
まだ実行されていないシングルトン・リクエスト


	
より多くの繰返しの実行がある反復リクエスト




キャッシュされたメタデータは、ジョブ・セット・ステップやサブリクエストなど、インスタンスの親およびそのすべての子リクエストで構成されるインスタンス・リクエスト・ツリーの実行中に一貫性が維持されます。シングルトン・リクエストの場合、インスタンス・リクエスト・ツリーには、発行されたリクエストおよびすべての子リクエストが含まれます。反復リクエストの場合、各繰返しは、インスタンスの親およびそのすべての子リクエストを含むインスタンス・リクエスト・ツリーです。













対象読者


このドキュメントは、JavaおよびSQLを理解しているOracleアプリケーションの開発者を対象としています。









16 Oracle Enterprise Scheduler Webサービスの使用


この章では、Oracle Enterprise Scheduler Webサービスを使用して、Oracle Enterprise Schedulerランタイム機能のサブセットにアクセスする方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Enterprise Scheduler Webサービスの概要


	
ESSWebserviceアプリケーションの開発および使用


	
ESSWebservice WSDLファイル


	
ユースケース: BPELプロセスでのOracle Enterprise Scheduler ESSWebserviceの使用








16.1 Oracle Enterprise Scheduler Webサービスの概要


Oracle Enterprise Schedulerでは、エンタープライズ・レベルのスケジューリング用の豊富な機能セットを提供します。

機能には、次の操作のサポートが含まれます。

	
Oracle Enterprise Schedulerメタデータの作成および管理


	
Oracle Enterprise Schedulerジョブ・リクエストの発行および管理


	
Oracle Enterprise Schedulerの構成および管理




クライアント・アプリケーションは、Oracle Enterprise Scheduler Webサービス(ESSWebservice)を使用して、Oracle Enterprise Schedulerランタイム機能のサブセットにアクセスできます。ESSWebserviceは、主に、BPELプロセスからOracle Enterprise Schedulerを呼び出すなど、SOA統合をサポートするために提供されています。ただし、Webサービスを使用してOracle Enterprise Schedulerと相互作用する必要があるすべてのクライアントでは、ESSWebserviceを使用できます。ESSWebserviceでは、リクエスト発行およびリクエスト管理用のジョブ・スケジューリングおよび管理機能を公開しています。

ESSWebserviceは、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・フレームワークにおけるJava EEアプリケーションであるOracle Enterprise Schedulerアプリケーション内でデプロイされます。このため、ESSWebserviceは、Oracle Enterprise Schedulerがインストールおよびデプロイされているすべてのノードで使用できます。

ESSWebserviceは同期Webサービスであり、たとえば、呼び出された操作はすべて同期操作となります。Oracle Enterprise Scheduler内部ジョブの実行モデルは非同期ですが、ESSWebservice APIは非同期である必要はありません。ただし、Oracle Enterprise Scheduler Webサービスは、ジョブ完了イベントを(コアAPIレイヤーでのOracle Enterprise Scheduler EventListener規定の実装と同様の方法で)非同期で取得する機能も提供します。

ESSWebservice WSDLでは、ESSWebserviceの完全な機能を記述します。表16-1に、ESSWebserviceで使用可能な操作の要約を示します。




表16-1 ESSWebserviceで使用可能な操作の要約

	操作	通信タイプ	説明
	
addPPAction

	
同期

	
後処理アクションをジョブ・セット・リクエスト内のステップに追加します。このメソッドは、リクエストの発行前にコールされます。このメソッドでは、同時処理においてadd_printer、add_notification、add_layoutによって以前サポートされていたアクションのサポートを提供します。これらのレガシー・ルーチンへのパラメータは、addPPActionへの引数として、元のルーチンで宣言されていた順序で渡されます。


	
addPPActions

	
同期

	
リクエスト内の複数のアクションをパッケージ化できる点を除き、addPPActionと似ています。


	
cancelRequest

	
同期

	
終了状態にないリクエストの処理を取り消します。
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同期

	
終了状態にあるリクエストを削除対象としてマークします。リクエストがほとんどのメソッドでアクセスできなくなりますが、データは物理的に削除されません。

親リクエストの場合、この操作はすべての子にカスケードされます。


	
getCompletionStatus

	
非同期

	
リクエストの完了時に非同期ステータス更新に登録します。個別の非同期レスポンスでの一方向操作です。


	
getRequestExecutionContext

	
同期

	
oracle.as.scheduler.RequestExectionContextオブジェクトを、シリアライズされたリクエスト実行コンテキスト文字列から取得します。この操作は、リモートで実行中のESSジョブからのみ起動する必要があります。


	
getRequestDetail

	
同期

	
指定したリクエストのランタイム詳細を取得します。


	
getRequestState

	
同期

	
指定したリクエストの現在の状態を取得します。


	
holdRequest

	
同期

	
WAITまたはREADY状態にあるリクエストのそれ以降の処理を保留にします。親リクエストの場合、この操作は適格なすべての子リクエストにカスケードされます。


	
releaseRequest

	
同期

	
リクエストのHOLD状態を解除します。親リクエストの場合、この操作は適格なすべての子リクエストにカスケードされます。


	
setAsyncRequestStatus

	
同期

	
非同期Javaジョブのステータスを設定します。


	
setNLSOptions

	
同期

	
リクエストのNLS環境オプションを設定します。


	
setStepsArgs

	
同期

	
以前の同時処理スタイルでの引数を、ジョブ・セット・リクエスト内のステップ用のOracle Enterprise Schedulerプロパティにマーシャリングします。この操作は、リクエストの発行前に呼び出されます。


	
setSubmitArgs

	
同期

	
以前の同時処理スタイルでの引数をOracle Enterprise Schedulerプロパティにマーシャリングします。この操作は、リクエストの発行前に呼び出されます。各引数のキーはARGUMENT_PREFIX#であり、#は引数の元の値です。たとえば、ARGUMENT_PREFIX1="firstArg"およびARGUMENT_PREFIX2="secondArg"です。


	
submitRecurringRequest

	
同期

	
新しい再帰ジョブ・リクエスト(スケジュールが設定されたリクエスト)を発行します。


	
submitRequest

	
同期

	
新しいジョブ・リクエストを発行します。詳細は、「ユースケース: BPELプロセスでのOracle Enterprise Scheduler ESSWebserviceの使用」を参照してください













16.2 ESSWebserviceアプリケーションの開発および使用


Oracle Enterprise Schedulerは、ジョブ・リクエスト(Javaタイプのジョブ・リクエストなど)をそのジョブを発行したアプリケーションのコンテキストで実行します。

開発目的の場合は、通常、Oracle Enterprise Schedulerがターゲット・アプリケーションのコンテキストでジョブを実行できる任意のノード上にローカルに、Oracle Enterprise Schedulerとクライアント・アプリケーションを共存させます。目的が本番である場合は、一般的に、クライアント・アプリケーションとOracle Enterprise Schedulerは異なるサーバーに常駐します。

Oracle Enterprise Schedulerを使用するJava EEアプリケーションには、すべてのOracle Enterprise Schedulerアーティファクトが含まれており、この中には次のものがあります。

	
ジョブ・タイプ、ジョブ定義、スケジュール、およびジョブ・セットなどのその他の必須メタデータを含むメタデータ


	
ジョブ実装クラス(Javaジョブ用)


	
必要なOracle Enterprise Schedulerエンドポイント記述(ejb-jar.xmlでのMDB記述)




ESSWebserviceを使用してOracle Enterprise Schedulerと相互作用するクライアントでは、Oracle Enterprise Schedulerが適切なターゲット・アプリケーションのコンテキストでジョブを実行できるように、このタイプのJava EEアプリケーションを提供する必要があります。このようなすべてのWebサービス・クライアントでは、対応するJava EEホスティング・アプリケーションの名前を認識し、その名前をOracle Enterprise Schedulerに渡し、必要に応じて(WSDLで定義されます)その名前をOracle Enterprise Scheduler Webサービス・コールに渡す必要があります。

このようなアプリケーションは標準的なOracle Enterprise Schedulerクライアント・アプリケーションであり、このアプリケーションではジョブ・リクエストの発行および管理がESSWebservice操作を使用して実行されます。





16.2.1 ESSWebservice Java EEアプリケーションの開発および使用方法


ESSWebservice Webサービスを使用してOracle Enterprise Scheduler機能にアクセスする場合、対応するホスティングJava EEアプリケーションがOracle Enterprise Schedulerで使用できる必要があります。クライアントが、Oracle Enterprise Scheduler Webサービスを使用してOracle Enterprise Schedulerとリモートで相互作用できる場合も、関連付けられているJava EEホスティング・アプリケーションはOracle Enterprise Schedulerと同じ場所に配置されている必要があります。これにより、Oracle Enterprise Schedulerは正しいアプリケーション・コンテキストでジョブ・リクエストを実行できます。このため、ESSWebserviceクライアントでは、必要なすべてのOracle Enterprise Schedulerアーティファクトが含まれた、対応するJava EEホスティング・アプリケーションを依然として開発、パッケージ化およびデプロイする必要があります。







16.2.2 BPELによるESSWebservice SOAアプリケーションの開発および使用方法


SOAクライアントの場合、BPELプロセスなどのすべてのSOAコンポーネントは、SOAコンポジットとしてデプロイされます。SOAコンポジットはJava EEアプリケーションではありません。このコンポジットは、(SOAインフラ内の)SOAファブリック・ランタイム・フレームワークを使用して実行されます。

SOAコンポーネントの場合、コンポジットとOracle Enterprise Schedulerとの間のプロキシとして機能する個別のJava EEホスティング・アプリケーションを作成します。このホスティング・アプリケーションは、デプロイされたコンポジットごとに1つのOracle Enterprise Schedulerアプリケーションという1対1のアソシエーションで作成したり、複数のコンポジットによって単一のJava EEホスティング・アプリケーションが共有されるようにできます。Java EEホスティング・アプリケーションには、必要なすべてのOracle Enterprise Schedulerアーティファクトが含まれています。







16.2.3 getCompletionStatus()操作のWebサービスAddressingヘッダーの設定


ESSWebservice WSDLで示されているように、クライアントは、ジョブ完了に関して非同期に通知される必要がある場合、getCompletionStatus()操作を呼び出すことができます。ジョブ完了時に、Oracle Enterprise Schedulerは、ESSWebserviceが着信コール内のコール元アドレスを取得するws-addressingに続いてコールバック操作onJobCompletion()を呼び出します。クライアントは、このコールバックを今後いつでも受信できる必要があります。このようなコールバックは、ジョブの完了に必要な時間に完全に依存します。これは、ジョブ完了時に(Oracle Enterprise Scheduler EventListener規約を実装する)クライアントのリスナーを呼び出すためのOracle Enterprise Scheduler機能に似ています。

getCompletionStatus()を使用する場合、クライアントには、特定の必須WebサービスAddressingヘッダー(特に、wsa:MessageIDヘッダーとwsa:ReplyToヘッダー)が含まれている必要があります。これにより、Oracle Enterprise Schedulerランタイムは、ジョブ完了ステータスが適切なReplyToアドレスに送信されたことを非同期で通知できます。BPELプロセスでgetCompletionStatus()を使用すると、SOAランタイムは必須ヘッダーを自動的に追加します。クライアント側でWebサービス・プロキシを使用している場合にgetCompletionStatus()をプログラムで使用するには、これらのAddressingヘッダーをWebサービス・クライアントで設定する必要があります。







16.2.4 ESSWebserviceの使用上の制限


ESSWebserviceは、次のOracle Enterprise Scheduler機能をサポートしていません。

	
非定型リクエストの発行: ESSWebserviceでは、非定型のジョブ・リクエストの発行がサポートされていません(非定型リクエストの発行を使用するには、EJB APIを使用します)。このため、ESSWebserviceを使用して発行されるすべてのジョブに、対応する定義(関連プロキシ・アプリケーションでメタデータ・オブジェクトとして作成されたジョブ・タイプ、ジョブ定義、スケジュール定義など)が存在する必要があります。Webサービス操作は、そのようなメタデータ・オブジェクトを、WSDLで指定されたそれらのオブジェクトの識別子引数を使用して参照できるようになります。


	
問合せAPI: ESSWebserviceでは問合せAPIを公開しません。Webサービス・クライアントでは、Oracle Enterprise Schedulerリクエストに関する問合せ情報を取得する必要はありません。ESSWebservice Webサービス・クライアントは、問合せAPIを使用する必要がある汎用のモニタリングおよび管理機能は提供していません。










16.2.5 ESSWebserviceの実装


Oracle Enterprise Scheduler機能は、JAX-WS注釈付きサービス・エンドポイント・インタフェース(SEI)を使用するWebサービスとして公開されます。このSEI WebサービスのWebサービス実装によって、共通のOracle Enterprise Scheduler実装レイヤーが呼び出されます。ESSWebserviceは、最大限の互換性を得るためにドキュメント/リテラル/ラップ・モードで公開されます。

ESSWebserviceで使用される一部のデータ型は、Webサービスで直接使用することには適していません。このようなデータ型は、対応するXML表現に簡単に変換できません。このため、Oracle Enterprise Scheduler Webサービス・レイヤーでは、ESSWebserviceで公開され、WSDLで表示されるこれらのデータ型に適用するラッパー・クラスを定義します。一般的に、Webサービス・レイヤーでは、可能な場合には既存のデータ型を再利用します。









16.3 ESSWebservice WSDLファイル


Oracle Enterprise Schedulerがインストールされ、実行されている場合、Webサービス・ページからWSDL定義ファイルを取得できます。

Oracle Enterprise Schedulerがインストールされ、実行されている場合、次のタイプのURLにあるWebサービス・ページからWSDL定義ファイルを取得できます。


http://host:port/ess/esswebservice?WSDL


次に例を示します。


http://system1:7001/ess/esswebservice?WSDL


ブラウザからESSWebservice URLに直接アクセスすることによってWebサービス操作を起動することはできません。







16.4 ユースケース: BPELプロセスでのOracle Enterprise Scheduler ESSWebserviceの使用


この例では、BPELプロセスからESSWebServiceを使用する方法を示しています。BPELプロセスでは、ESSWebServiceを使用してジョブ・リクエストを発行します。


このユースケースでは、BPELおよびSOAユーザーがOracle Enterprise Schedulerを使用する場合の1つの方法を示しています。経験豊富なSOAユーザーおよび設計者は、Webサービスを使用するOracle Enterprise Schedulerで作業する方法として、他に案がある場合があります。

Oracle JDeveloperは、アプリケーションおよびそのアプリケーション内のプロジェクト(アプリケーション用のコードとサポート・ファイルが含まれている)の作成に使用されます。

JDeveloperには、スクリーン・リーダー、スクリーン拡大鏡、キーボード移動用の標準のショートカット・キーなどのアクセシビリティ・オプションが用意されています。さらに読みやすくするため、フォントのサイズや色、オブジェクトの色や形など、JDeveloperをカスタマイズすることもできます。JDeveloperでのアクセシビリティについて、およびこれを構成する手順は、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のOracle JDeveloperのアクセシビリティ情報に関する項を参照してください。

ESSWebServiceサンプル・アプリケーションを作成するには、次の手順に従います。

	
Oracle JDeveloperを起動します。


	
「新規アプリケーション」ボタンをクリックします。


	
「新規ギャラリ」 - 「アイテム」領域で、「SOAアプリケーション」を選択します。


	
「OK」をクリックします。


	
「アプリケーションの名前付け」ウィンドウを使用して、新しいアプリケーションの名前と場所を入力し、アプリケーション・テンプレートを指定します。

	
「アプリケーション名」フィールドで、アプリケーション名を入力します。この例では、EssWebApplicationと入力します。


	
「ディレクトリ」フィールドで、デフォルトをそのまま使用するか、作成するアプリケーションの場所を指定します。


	
アプリケーション・パッケージ接頭辞を入力するか、またはデフォルトである接頭辞なしを受け入れます。

接頭辞に続いてピリオドが、アプリケーションの初期プロジェクト内に作成されたオブジェクトに付加されます。


	
「次へ」をクリックします。





	
「プロジェクトの名前付け」ダイアログで、SOAプロジェクトのオプションを選択します。

	
「プロジェクト名」フィールドで、プロジェクト名を入力するか、またはデフォルトのProject1を受け入れます。


	
「プロジェクトの機能」タブで、「SOAスイート」を選択します。


	
「次へ」をクリックします。





	
「SOA設定の構成」ダイアログで、「BPELプロセスを使用するコンポジット」を選択し、「終了」をクリックします。


	
図16-1に示すように、2つのBPEL仕様のうち1つを選択します。


図16-1 BPEL仕様の選択

[image: 図16-1の説明が続きます]



	
図16-2に示すようにサービス・タイプを「テンプレート」ドロップダウン・メニューから選択し、「OK」をクリックします。


図16-2 サービス・タイプの選択

[image: 図16-2の説明が続きます]



	
「エディタ」ペイン(BPELProcess1.bpel)で、「コンポーネント」パレットのOracle拡張機能セクションから「ジョブのスケジュール」コンポーネントをreceiveInputおよびcallBackClientコンポーネントの間にドラッグします(図16-3を参照)。


図16-3 スケジュール・ジョブ・コンポーネントの追加

[image: 図16-3の説明が続きます]



	
メタデータ・サーバーへの接続を作成します(図16-4を参照)。

	
リソース・ウィンドウ内の「新規」ボタンをクリックします。


	
ドロップダウン・メニューで、IDE接続→SOA-MDSを選択します。「SOA-MDS接続の作成」ダイアログで、MDSサーバーに関する適切な情報を入力します。


注意:

また、「ファイル」→「新規ギャラリ」→「一般」→「接続」→SOA-MDS接続を選択して、接続を作成することもできます。







図16-4 メタデータ・サーバーへの接続の作成

[image: 図16-4の説明が続きます]



	
Schedulejob1コンポーネントを右クリックして、「編集」項目を選択します。図16-5に示す「スケジュール・ジョブの編集」ダイアログが表示されます。


図16-5 スケジュール・ジョブの編集

[image: 図16-5の説明が続きます]



	
「ジョブ」参照ボタンをクリックし、MDS接続を介してジョブ定義を選択します。図16-6に例を示します。


図16-6 MDS接続を介したジョブ定義の選択

[image: 図16-6の説明が続きます]



	
Sys_effectiveApplicationプロパティが、選択したジョブ定義で定義されていない場合、一般タブの「アプリケーション」フィールドでこれを指定することが要求されます。Sys_effectiveApplicationプロパティが、選択したジョブ定義で定義されている場合、「アプリケーション」フィールドに表示され編集できません。図16-7を参照してください。


図16-7 Sys_effectiveApplicationプロパティの定義(定義されていない場合)

[image: 図16-7の説明が続きます]



	
システム・プロパティを追加します。

	
「システム・プロパティ」タブを選択します。


	
「ジョブ・プロパティ」ペインには、ジョブ定義からMDS接続を介して取得されたシステム・プロパティを移入する必要があります。


	
「追加」ボタンを使用して、「ユーザー定義プロパティ」ペインで追加システム・プロパティを追加します。





図16-8 ユーザー定義プロパティの追加

[image: 図16-8の説明が続きます]



	
アプリケーション・プロパティを追加します。

	
「アプリケーションのプロパティ」タブを選択します。


	
「ジョブ・プロパティ」ペインには、ジョブ定義からMDS接続を介して取得されたプロパティを移入する必要があります。


	
「追加」ボタンを使用して、「ユーザー定義プロパティ」ペインで追加プロパティを追加します。





図16-9 追加のユーザー定義プロパティの追加

[image: 図16-9の説明が続きます]



	
WSDL URLをアタッチします。

	
プロジェクト・エディタ・タブをクリックします(図16-10を参照)。


	
ESSServiceコンポーネントを編集します。「名前」、「WSDL URL」、「ポート・タイプ」およびその他の情報を指定します(図16-11)





図16-10 プロジェクト・エディタ・タブ

[image: 図16-10の説明が続きます]




図16-11 参照の更新ダイアログ

[image: 図16-11の説明が続きます]



	
セキュリティ・ポリシーをサービスに追加します。

	
プロジェクト・エディタ・タブで、Oracle Enterprise Scheduler Webサービスを右クリックし、「SOA WSポリシーの構成」→「リクエスト用」を選択し、「SOA WSポリシーの構成」ダイアログを開きます(図16-12を参照)。


図16-12 「SOA WSポリシーの構成」を開く

[image: 図16-12の説明が続きます]



	
「SOA WSポリシーの構成」の「セキュリティ」領域で、「追加」ボタンをクリックし必要なセキュリティ・ポリシーをアタッチします。たとえば、図16-13および図16-14に示すようにoracle/wss_http_token_client_policyとなります。非同期BPELプロセスを作成している場合、このプロセスを使用してサービス・ポリシーをコールバックにアタッチする必要もあります。


図16-13 「SOA WSポリシーの構成」ダイアログ

[image: 図16-13の説明が続きます]




図16-14 セキュリティ・ポリシーの選択ダイアログ

[image: 図16-14の説明が続きます]






	
getCompletionStatus操作のInvokeアクティビティを追加します。

	
「設計」タブをクリックして、表示をソース・ビューからデザイン・ビューに切り替えます。


	
「コンポーネント・パレット」のBPEL構成セクションから、InvokeコンポーネントをSchedulejob1とcallbackClientの間にドラッグ・アンド・ドロップします(図16-15を参照)。


図16-15 Schedulejob1とcallbackClientの間へのInvokeコンポーネントのドラッグ・アンド・ドロップ

[image: 図16-15の説明が続きます]



	
Invoke1ボタンを右クリックして、「Invokeの編集」ダイアログを開きます。コンポーネントgetStatusAsyncの名前を変更します。


	
「パートナ・リンク」領域で、矢印をgetStatusAsyncコンポーネントからEssServiceコンポーネントにドラッグします。図16-16に示すように、「Invokeの編集」ダイアログが開きます。


	
「Invokeの編集」ダイアログの「操作」ドロップダウンからgetCompletionStatusを選択します(図16-16を参照)。


	
xという名前の入力変数を作成し、「OK」をクリックして「Invokeの編集」」ダイアログを閉じます。


図16-16 「Invokeの編集」ダイアログ

[image: 図16-16の説明が続きます]



	
Assignコンポーネントを「コンポーネント・パレット」のBPEL構成領域から、ScheduleJob1コンポーネントとgetStatusAsyncコンポーネントの間にドラッグ・アンド・ドロップします。


	
Assignコンポーネントをダブルクリックし「Assignの編集」ダイアログを開き、ScheduleJob1出力パラメータのrequestIDをgetStatusAsync入力パラメータのrequestIDにマップします(図16-17を参照)。「OK」をクリックします。


図16-17 「Assignの編集」ダイアログを使用したScheduleJob1出力パラメータrequestIDのgetStatusAsync入力パラメータrequestIDへのマップ

[image: 図16-17の説明が続きます]






	
ジョブ完了ステータスを受信します。

	
「コンポーネント・パレット」のBPEL構成セクションから、ReceiveコンポーネントをgetStatusAsyncコンポーネントとcallbackClientコンポーネントの間にドラッグ・アンド・ドロップします(図16-18を参照)。


図16-15 getStatusAsyncコンポーネントとcallbackClientコンポーネントの間へのReceiveコンポーネントのドラッグ・アンド・ドロップ

[image: 図16-18の説明が続きます]



	
Receive1コンポーネントからESSServiceコンポーネントに矢印をドラッグして、Receive1コンポーネントを「パートナ・リンク」領域内のESSServiceにアタッチします。このアクションにより、「Receiveの編集」ダイアログも開きます。Receive1コンポーネントの名前をOnJobCompletionに変更します(図16-19を参照)。


図16-19 Receive1コンポーネントのOnJobCompletionへの名前変更

[image: 図16-19の説明が続きます]



	
OnJobCompletion操作を選択し、yという名前の変数を追加します(図16-19を参照)。「OK」をクリックし、「Receiveの編集」ダイアログを閉じます。


	
Assignコンポーネントを「コンポーネント・パレット」のBPEL構成領域から、onJobCompletionコンポーネントとcallbackClientコンポーネントの間にドラッグ・アンド・ドロップします。


	
AssignコンポーネントをダブルクリックしてAssignの編集ダイアログを開き、onJobCompletionコンポーネントの出力パラメータresultMessageを、callbackClientコンポーネントの入力パラメータresult変数にマップします(図16-20を参照)。「OK」をクリックします。


図16-20 onJobCompletionコンポーネントの出力パラメータresultMessageのcallbackClientコンポーネントの入力パラメータresult変数へのマップ

[image: 図16-20の説明が続きます]




















このガイドで説明する新機能


この12.2.1.2.0リリースでは、このガイドに対する更新はありません。

既知の問題のリスト(リリース・ノート)については、http://www.oracle.com/technetwork/middleware/docs/soa-aiafp-knownissuesindex-364630.htmlの「Known Issues for Oracle SOA Products and Oracle AIA Foundation Pack」を参照してください。









8 メタデータ・サービスの使用


この章では、Oracle Enterprise Schedulerメタデータ・サービスを使用して、スケジュール、ジョブ定義およびその他のOracle Enterprise Schedulerメタデータをメタデータ・ストアに作成し、更新および管理する方法について説明します。メタデータ・サービス問合せメソッドを使用して、メタデータ・リポジトリ内に格納されているオブジェクトをリストすることもできます。

この章の内容は次のとおりです。

	
メタデータ・サービスの使用の概要


	
メタデータ・サービスへのアクセス


	
Oracle JDeveloperを使用したメタデータ・サービスへのアクセス


	
メタデータ・サービスを使用したメタデータの問合せ




ジョブ定義の作成方法の詳細は、「PL/SQLジョブの作成と使用」および「プロセス・ジョブの作成と使用」の章を参照してください。





8.1 メタデータ・サービスの使用の概要


Oracle Enterprise Schedulerでは、メタデータ・サービスを提供し、使用するアプリケーション・プログラムに対して、ステートレス・セッションEnterprise Java Bean (EJB)として公開します。メタデータ・サービスを使用すると、アプリケーション・レベルのメタデータ・オブジェクトを作成、更新および管理できます。

メタデータ・サービスでは、Oracle Metadata Services (MDS)を使用してメタデータ・オブジェクトをリポジトリに保存します(データベース・ベースまたはファイル・ベースのいずれかのリポジトリを使用できます)。メタデータ・サービスを使用すると、複数のジョブ・リクエストの発行をまたいで、アプリケーション・レベルのメタデータを再使用できます。

Oracle Enterprise Schedulerのメタデータ・オブジェクトには、次のものがあります。

	
アプリケーション・レベル・メタデータ: メタデータ・サービスを使用して、ジョブ・リクエストに対するジョブ・タイプ、ジョブ定義、ジョブ・セットおよびその他のアプリケーション・レベルのメタデータ・オブジェクト定義を格納します。


	
デフォルト(グローバル) Oracle Enterprise Schedulerメタデータ: グローバルOracle Enterprise Schedulerメタデータには、スケジュール、作業シフト、作業割当てなどの管理オブジェクトが含まれます。Oracle Enterprise Schedulerには、デフォルトの管理オブジェクトにアクセスして格納するために、MetadataServiceMXBeanおよびMetadataServiceMXBeanProxyが備えられています。





注意:

Oracle Enterprise Schedulerメタデータ・オブジェクトは、アプリケーション・レベルのメタデータとグローバル・メタデータの両方で使用されます。



アプリケーション・レベル・メタデータ・オブジェクトへのアクセスは、MetadataServiceインタフェースでのみ公開されます。MetadataServiceはステートレス・セッションEJBとして公開されます。外部クライアントは、対応するEJBを使用してサービスにアクセスする必要があります。クライアントは内部API層と直接相互作用できません。アプリケーション・クライアントが、ステートレス・セッションEJB経由でメタデータ・サービスを使用する場合、複数のメソッドが1つのユーザー・トランザクション内でコールされるときなどに、複数のコールをまたいで状態を格納するMetadataServiceHandle引数への参照が、このインタフェース内のすべてのメソッドによって受け取られます。MBeanProxyインタフェースでは、ハンドルは必要ありません。

Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションでは、MetadataServiceHandleにアクセスしたり操作する必要はありません。アプリケーションで行う必要があるのは、openメソッドによって作成される参照を保持し、コールされるメソッドにそれを渡すことです。最後に、closeメソッドをコールしてハンドルを明示的にクローズする必要があります。特定のハンドルを使用して加えられたすべての変更は、closeメソッドをコールすることによってのみコミット(または中断)されます。

メタデータ・オブジェクト名は、特定のパッケージまたはネームスペースのスコープ内で一意である必要があります。特定のパッケージ内に、同じ名前を持つ、同じタイプの2つのメタデータ・オブジェクトを作成することはできません。





8.1.1 メタデータ・サービス・ネームスペースの概要


各Oracle WebLogic Serverドメインには通常、1つのメタデータ・リポジトリが含まれます。メタデータ・リポジトリは複数のパーティションに分割され、各パーティションはリポジトリ内の他のパーティションから独立し、分離しています。

アプリケーションごとに、使用するパーティションを選択できます。2つのアプリケーションで1つのパーティションを共有することもできます。

パーティション内では、データを任意の方法で編成できます。通常、データはオペレーティング・システムのファイル・システムのように階層的に編成されます。ファイル・システムで使用されるフォルダやディレクトリのかわりに、メタデータ・サービスでは、ファイルを見つけるために使用される一意の名前を形成するネームスペースまたはパッケージ名を使用します。

その他すべてのOracle Enterprise Schedulerアプリケーションでは、アプリケーション・レベルのメタデータを含むアプリケーション名およびオプションのパッケージ名がネームスペース/oracle/apps/essの下に表示されます。たとえば、application1という名前のアプリケーションのメタデータ・リポジトリをdev、testおよびproductionという名前のパッケージに分割できます。

このアプリケーションのメタデータ・リポジトリの構造は、次のようになります。


/oracle/apps/ess/application1/dev/metadata
/oracle/apps/ess/application1/test/metadata
/oracle/apps/ess/application1/production/metadata


メタデータ・オブジェクトを作成する各メタデータ・サービス・メソッドでは、ディレクトリ構造のパッケージ部分を指定する必須のpackageName引数を使用します。







8.1.2 メタデータ・サービス操作の概要


Oracle Enterprise Schedulerメタデータ・リポジトリにアクセスすると、次を含む、様々なタイプのメタデータ・サービス操作を実行できるようになります。

	
追加、更新、削除: これらの操作はトランザクション特性を持ちます。


	
コピー: これらの操作はトランザクション特性を持ちます。


	
問合せ: これらの操作は読取り専用特性を持ち、メタデータ・リポジトリ内のメタデータ・オブジェクトをリストできます。


	
取得: これらの操作は、forUpdateフラグの値に応じて、読取り専用特性またはトランザクション特性のいずれかを持ちます。










8.1.3 メタデータ・サービス・トランザクションの概要


クライアントはステートレス・セッションEJB経由でメタデータ・サービスにアクセスするため、各メソッドでMetadataServiceHandle引数への参照が使用されます。この引数には、メタデータ・サービス操作の状態が格納されます。メタデータ・サービスのopen()メソッドにより、各メタデータ・リポジトリのユーザー・トランザクションが開始されます。Oracle Enterprise Schedulerアプリケーション・クライアントでは、open()メソッドによりMetadataServiceHandle参照を取得し、後続のメタデータ・サービス・メソッドにこの参照を渡します。MetadataServiceHandle参照によって、コール側アプリケーションのメタデータ・リポジトリへの接続が提供されます。

メタデータ・サービスを使用するクライアント・アプリケーションでは、close()をコールして、メタデータ・サービス・トランザクションを明示的に閉じる必要があります。これによりトランザクションが終了し、トランザクションがコミットまたはロールバック(取消し)されます。close()はメタデータ・サービス内のトランザクション動作を制御するだけでなく、Oracle Enterprise Schedulerにより特定のリソースを解放できるようにします。このため、close()はメタデータ・サービスの読取り専用query()およびget()操作でも必須となります。


注意:

メタデータ・サービスではJTAグローバル・トランザクションはサポートされませんが、トランザクションの境界でメタデータ・サービス・コールを行うことはできます。Beanまたはコンテナ管理のトランザクションでメタデータ・サービス・コールを行うことはできますが、このコールはトランザクションの一部ではありません。











8.2 メタデータ・サービスへのアクセス


メタデータ・サービスにアクセスするには、いくつかの方法があります。

メタデータ・サービスにアクセスする手順は次のとおりです。

	
ステートレス・セッションEJBアクセス: Oracle Enterprise Schedulerユーザー・アプリケーションではこのタイプのアクセスを使用します。


	
MBeanアクセス: このアクセスは、oracle.as.scheduler.management APIを使用して管理機能を実行するアプリケーションで使用されます。


	
MBeanプロキシ・アクセス: このアクセスは、oracle.as.scheduler.management APIを使用して管理機能を実行するアプリケーションで使用されます。管理クライアントがOracle Enterprise Schedulerに対してリモートにある場合は、MBeanプロキシを使用します。








8.2.1 ステートレス・セッションEJBを使用してメタデータ・サービスにアクセスする方法


ユーザー・アプリケーションでは、アプリケーション・レベルのメタデータ操作を行うために、ステートレス・セッションEJBを使用してメタデータ・サービスにアクセスします。ユーザーは、JNDIを使用してOracle Enterprise Schedulerアプリケーションに関連付けられているメタデータ・サービスを参照できます。

例8-1に、アプリケーション・レベルのメタデータを使用できるようにする、Oracle Enterprise Schedulerメタデータ・サービスのJNDIルックアップを示します。getMetadataServiceEJB()メソッドでは、名前"ess/metadata"を使用してメタデータ・サービスを参照することに注意してください。通常、Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションでは、MetadataServiceBeanへのEJB参照に"ess/metadata"を使用します。


例8-1 メタデータ・サービスへのステートレス・セッションEJBアクセスのためのJNDIルックアップ


// Demonstration on how to lookup metadata service from a Java EE application
// JNDI lookup on the metadata service EJB

import oracle.as.scheduler.core.JndiUtil;

MetadataService ms = JndiUtil.getMetadataServiceEJB();











8.3 Oracle JDeveloperを使用したメタデータ・サービスへのアクセス


設計時に、Oracle JDeveloperを使用して、アプリケーション・レベルのメタデータ・オブジェクトを作成、表示および更新できます。







8.4 メタデータ・サービスを使用したメタデータの問合せ


メタデータ・サービスの問合せメソッドを使用すると、メタデータ・リポジトリ内のオブジェクトを表示できます。

queryJobTypes()メソッドを使用してジョブ・タイプの問合せを、queryJobDefinitions()メソッドを使用してジョブ定義の問合せを実行でき、その他のメタデータ・オブジェクトについても同様に対応するMetadataService問合せメソッドを使用して問合せを実行できます。

問合せと組み合せてフィルタを使用し、必要な項目のみを取得するように出力を制限できます(SQL WHERE句を使用する場合と同様の方法で)。





8.4.1 フィルタの作成方法


フィルタにより、問合せの比較または条件を指定します。フィルタは、field引数(String)、comparatorおよび関連するvalue(Object)を含む比較を作成することにより作成します。フィルタでは、フィルタ・メソッドを使用して比較を組み合せてフィルタ式を作成できます。

表8-1に比較演算子(comparator引数)をリストします。




表8-1 フィルタ比較演算子

	比較演算子	説明
	
CONTAINS

	
フィールドに指定された値が含まれる


	
ENDS_WITH

	
フィールドが指定された値で終了する


	
EQUALS

	
フィールドが指定された値に等しい


	
GREATER_THAN

	
フィールドが指定された値より大きい


	
GREATER_THAN_EQUALS

	
フィールドが指定された値以上


	
LESS_THAN

	
フィールドが指定された値未満


	
LESS_THAN_EQUALS

	
フィールドが指定された値以下


	
NOT_CONTAINS

	
フィールドに指定された値が含まれない


	
NOT_EQUALS

	
フィールドが指定された値と等しくない


	
STARTS_WITH

	
フィールドが指定された値で始まる








例8-2に、新しいフィルタを作成するコードを示します。




表8-2 MetadataService問合せフィールド

	問合せフィールド	説明
	
MetadataService.QueryField.PACKAGE

	
パッケージの名前。


	
MetadataService.QueryField.NAME

	
ジョブ定義名。


	
MetadataService.QueryField.JOBTYPE

	
ジョブ定義に関連付けられているジョブ・タイプ。


	
MetadataService.QueryField.EXECUTIONTYPE

	
ジョブ実行タイプ(同期または非同期)。


	
MetadataService.QueryField.REQUEST_CATEGORY

	
リクエスト・カテゴリの名前。


	
MetadataService.QueryField.EXECUTIONMODE

	
ジョブ・セット実行モード(パラレルまたはシリアル)。


	
MetadataService.QueryField.FIRSTSTEP

	
ジョブ・セットの最初のステップ。


	
MetadataService.QueryField.ACTIVE

	
作業割当てがアクティブかどうかを示します。


	
MetadataService.QueryField.PRODUCT

	
ジョブが関連付けられている製品の名前を示します。


	
MetadataService.QueryField.EFFECTIVEAPPLICATION

	
このジョブが実行されるホスティング・アプリケーションの名前。


	
MetadataService.QueryField.LOGICAL_CLUSTER_NAME

	
ジョブに関連付けられる論理クラスタ。









例8-2 問合せに対するフィルタ・コンパレータを使用したフィルタの作成


Filter filter =
  new Filter(MetadataService.QueryField.PACKAGE.fieldName(),
  Filter.Comparator.NOT_EQUALS, null);









8.4.2 メタデータ・オブジェクトの問合せ方法


MetadataService問合せにより、MetadataObjectIDsの列挙リストが次の形式で返されます。


java.util.Enumeration<MetadataObjectId>


例8-3に、メタデータ内のジョブ・タイプのリストを問い合せるサンプル・ルーチンを示します。

例8-3には、queryJobTypes()メソッドを使用するための次の重要なステップが示されています。

	
MetadataServiceHandleのインスタンスを取得して、メタデータ・リポジトリへの参照を提供する必要があります。


	
問合せのフィルタを作成する必要があります。フィルタには、フィールド、コンパレータおよび検索対象の値が含まれます。


	
問合せでのソート基準として使用するフィールドをorderBy引数を使用して決定するか、orderBy引数をNULLに設定して特定の順序付けが適用されないことを示します。


	
問合せにascending引数を設定します。結果リストに順序付けが適用される場合、ascending引数をtrueに設定して昇順を指定するか、falseに設定して降順を指定します。





例8-3 メタデータ・サービスの問合せメソッドの使用


Enumeration<MetadataObjectId> qryResults
            = m_service.queryJobTypes(handle, filter, null, false);
















ドキュメントのアクセシビリティ
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19 ランタイム・サービスの使用


この章では、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・サービスAPIを使用して、ジョブ・リクエストを発行および管理し、ジョブ・リクエスト履歴からジョブ・リクエスト情報を問い合せる方法について説明します。


注意:

ランタイム・サービスには、ログおよび出力APIも含まれます。これらのAPIについては、「ジョブ・リクエスト・ログと出力」で別々に説明します。



この章の内容は次のとおりです。

	
ランタイム・サービスの概要


	
ランタイム・サービスへのアクセス


	
ジョブ・リクエストの発行


	
ジョブ・リクエストの管理


	
ジョブ・リクエストの問合せ


	
非定型ジョブ・リクエストの発行


	
前処理および後処理ハンドラの実装








19.1 ランタイム・サービスの概要


Oracle Enterprise Schedulerを使用すると、Javaクラス、PL/SQLプロシージャおよびプロセス・ジョブ・タイプ(分岐プロセス)など、様々なジョブ・タイプを定義して実行できます。これらのジョブ・タイプを実行するには、ジョブ定義を発行する必要があります。

ランタイム・サービスを使用して、次のような様々なタイプの操作を実行できます。

	
発行: これらの操作では、Oracle Enterprise Schedulerにジョブ定義を提供して、ジョブ・リクエストを作成できます。


	
管理: これらの操作では、ジョブ・リクエストの状態を変更して、ジョブ・リクエストを更新できます。


	
問合せ: これらの操作では、ジョブ・リクエストの状態とレポート・ジョブ・リクエスト履歴を確認できます。










19.2 ランタイム・サービスへのアクセス


メタデータ・サービスと同様に、Oracle Enterprise SchedulerではランタイムMBeanプロキシ・インタフェースを提供します。

ランタイム・サービスのopen()メソッドにより、各Oracle Enterprise Schedulerランタイム・サービス・ユーザー・トランザクションが開始されます。Oracle Enterprise Schedulerアプリケーション・クライアントでは、open()により作成されるRuntimeServiceHandle参照を取得して、その参照をランタイム・サービス・メソッドに渡します。RuntimeServiceHandle参照により、クライアント・アプリケーションにランタイム・サービスへの接続が提供されます。クライアント・アプリケーションでは、close()をコールしてランタイム・サービスを明示的に終了する必要があります。これによりトランザクションが終了し、トランザクションがコミットまたはロールバック(取消し)されます。close()はランタイム・サービス内のトランザクション動作を制御するだけでなく、Oracle Enterprise SchedulerによりRuntimeServiceHandleに関連付けられているリソースを解放できるようにします。





19.2.1 ランタイム・サービスにアクセスしてランタイム・サービス・ハンドルを取得する方法


Oracle Enterprise Schedulerでは、アプリケーション・プログラムに対して、ランタイム・サービスをステートレス・セッションEnterprise Java Bean (EJB)として公開します。Oracle Enterprise Schedulerランタイム・サービスのステートレス・セッションEJBを見つけるために、JNDIを使用できます。

例19-1に、RuntimeServiceLocalHomeオブジェクトを使用したOracle Enterprise Schedulerランタイム・サービスのルックアップを示します。


注意:

ランタイム・サービスにアクセスするときは、次のことに注意してください。

	
JndiUtil.getRuntimeServiceEJB()では、RuntimeService EJBがローカルのJNDIロケーション"ess/runtime"にマップされていることを前提としています。これは、ホストされているアプリケーションのメッセージドリブンBean (MDB)内で自動的に行われます。


	
open()コールによって、RuntimeServiceHandle参照が提供されます。この参照は、アプリケーション・プログラム内の、ランタイム・サービスにアクセスするメソッドで使用します。


	
ランタイム・サービスの使用が終了したら、close()をコールして、RuntimeServiceHandleに関連付けられているリソースを解放する必要があります。







例19-1 Oracle Enterprise Schedulerランタイム・サービスにアクセスするためのJNDIルックアップ


import oracle.as.scheduler.core.JndiUtil;
// Demonstration of how to lookup runtime service from a
// Java EE application component
    
    RuntimeService runtime = JndiUtil.getRuntimeServiceEJB();
    RuntimeServiceHandle rHandle = null;
    .
    .
    .
    try
    {
         ...
         rHandle = runtime.open();
         ...
    }
    finally
    {
        if (rHandle != null)
        {
            runtime.close(rHandle);
        }
    }











19.3 ジョブ・リクエストの発行


ジョブ定義の発行時に、新しいジョブ・リクエストを作成します。

メタデータ・リポジトリで維持されているジョブ定義を使用してジョブ・リクエストを発行するか、ジョブ定義またはスケジュールがメタデータ・リポジトリに格納されない非定型方式でジョブ・リクエストを作成できます(非定型リクエストの詳細は、「非定型ジョブ・リクエストの発行」を参照してください)。





19.3.1 ランタイム・サービスへのリクエストの発行方法



ジョブ・リクエストを作成するには、submitRequest()をコールします。必要に応じて、次のいずれかの形式でジョブ・リクエストを作成できます。





	
特定の時間に1回のみ実行する場合は、メタデータ・リポジトリに格納されているジョブ定義を使用して、新しいジョブ・リクエストを作成します。


	
メタデータ・リポジトリに格納されている各ジョブ定義とスケジュールを使用して、新しいジョブ・リクエストを作成します。




例19-2に、メタデータ・リポジトリに常駐するジョブ定義を使用して新しいジョブ・リクエストを作成するsubmitRequest()メソッドを示します。また、ジョブ定義とスケジュールがメタデータ・リポジトリに格納されない、非定型ジョブ・リクエストを発行することもでます。詳細は、「非定型ジョブ・リクエストの発行」を参照してください。サブリクエストを発行することもできます。詳細は、「サブリクエストの使用」を参照してください。


注意:

ランタイム・サービスを使用してジョブ・リクエストを発行するときには、次のことに注意してください。

	
例19-1に示されているように、ランタイム・サービス・ハンドルを取得します。


	
ランタイム・サービスでは、メタデータ・サービスを内部的に使用して、指定されたMetadataObjectId、jobDefnIdを持つジョブ定義メタデータを取得します。










例19-2 submitRequest()によるジョブ・リクエストの作成


long requestID = 0L;
MetadataObjectId jobDefnId;
 
RequestParameters p = new RequestParameters();
 
Calendar start = Calendar.getInstance();
start.add(Calendar.SECOND, startsIn);
 
requestID = runtime.submitRequest(r, "My Java job", jobDefnId, start, p);









19.3.2 リクエスト発行時のデフォルト・システム・プロパティに関する注意事項


ジョブ・リクエストを作成するとき、Oracle Enterprise Schedulerによって、ジョブ・リクエストに関連付けられているプロパティが解決および格納されます。特定のシステム・プロパティを、ジョブ・リクエストと関連付けることができます。ジョブ・リクエストが発行されたとき、これらのプロパティをプロパティ階層内に設定していなかった場合は、Oracle Enterprise Schedulerによってデフォルト値が提供されます。

表19-1に、デフォルト・ランタイム・サービス・フィールド名と対応するシステム・プロパティを示します。




表19-1 ランタイム・サービスのデフォルト値フィールドと対応するシステム・プロパティ

	値	ランタイム・サービスのデフォルト値フィールド	対応するシステム・プロパティ	説明
	
0

	
DEFAULT_REQUEST_EXPIRATION

	
SYS_requestExpiration

	
リクエストのデフォルト有効期限(分数)。デフォルト値は、リクエストが有効期限切れにならないことを意味する0です。


	
4

	
DEFAULT_PRIORITY

	
SYS_priority

	
リクエストに関連付けられているデフォルトのシステム優先度。


	
5

	
DEFAULT_REPROCESS_DELAY

	
SYS_reprocessDelay

	
Action.DELAYを返すコールアウト・ハンドラにより処理が延期されるデフォルトの時間(分数)。


	
0

	
DEFAULT_RETRIES

	
SYS_retries

	
失敗したリクエストのデフォルトの再試行回数。デフォルト値は0で、失敗したリクエストが再試行されないことを意味します。


	
0

	
DEFAULT_ASYNC_REQUEST_TIMEOUT

	
SYS_request_timeout

	
ジョブ実行が開始された後に、プロセッサが非同期レスポンスを待機する時間を分数で指定します。時間が経過した後、リクエストはタイムアウトになります。













19.3.3 リクエスト発行時のメタデータに関する必知事項



ジョブ・リクエストに関連付けられているすべてのOracle Enterprise Schedulerメタデータは、リクエストの発行時にランタイム・ストアに維持されます。維持されるメタデータ・オブジェクトには、ジョブ定義、ジョブ・タイプ、ジョブ・セット、スケジュール、非互換性定義および除外定義があります。メタデータは最上位レベルのリクエストのコンテキストに格納され、各メタデータ・オブジェクトは絶対親リクエストIDおよびそのメタデータIDによって一意に識別されます。最上位レベルのリクエストに対して、一意のメタデータ・オブジェクトはそれぞれ1回のみ格納され、これは、そのリクエスト内で定義が複数回使用されている場合も同様です。これにより、すべての子リクエストで必ず同じ定義が使用されます。

リクエストが発行されると、リクエストのすべての既知のメタデータが維持されます。サブリクエストの場合は、サブリクエストが発行されるまでメタデータが認識されないため、サブリクエスト・メタデータは、サブリクエストの発行時に、メタデータ・オブジェクトがすでにランタイム・ストアにおいて永続化されていないことが確認された後で、維持されます。

ランタイム・ストアに維持されたメタデータは、絶対親リクエストが削除されるときに削除されます。









19.3.4 DMS ECIDおよびFlowIdのサポート


Oracle Enterprise Schedulerは、DMS ECIDおよびFlowId値をすべてのリクエストに関連付けます。Oracle Enterprise Schedulerでは、通常、リクエストの発行時に現在のDMS実行コンテキストからECIDおよびFlowIdを取得し(存在する場合)、そのECIDおよびFlowId値を後続のリクエストの処理で使用します。たとえば、Oracle Enterprise Schedulerは、ジョブの実行可能ファイルを開始するときに、リクエストにECIDおよびFlowIdを関連付けるDMS実行コンテキストを設定します。

リクエストの発行時、DMS FlowIdプロパティがDMS実行コンテキスト内に存在しない場合、新規FlowIdはリクエストに関連付けられます。たとえば、リクエストがSOAによって発行されていない場合、DMS実行コンテキスト上にFlowIdが存在しない場合があり、Oracle Enterprise Schedulerによって新規FlowIdがリクエストと関連付けられます。

DMS実行コンテキストがリクエストの発行時に存在しない場合、新しいECIDおよびFlowIdがリクエストに関連付けられます。たとえば、リクエストがOracle Enterprise Scheduler PL/SQLインタフェースを使用して発行された場合、PL/SQL発行プロシージャがコールされたときにデータベース・セッションから使用できるDMSコンテキスト情報がない場合があります。新しいECIDおよびFlowIdが、Oracle Enterprise Schedulerの中間層によって検証が正常に完了した後、リクエストに関連付けられます。





19.3.4.1 子リクエストのECIDおよびFlowID


一般的に、子リクエストは、親リクエストからECIDおよびFlowIdを継承します。たとえば、ジョブ・セット・ステップ・リクエストの作成時、Oracle Enterprise Schedulerでは親リクエストのECIDおよびFlowIdが使用されます。

サブリクエストは発行済のリクエストであるため、サブリクエストの発行の現在のDMS実行コンテキストのECIDおよびFlowIdがサブリクエストに関連付けられます。通常、ECIDおよびFlowIdの値は、親リクエストの値と同じですが、これは親ジョブの実行可能ファイルを開始する前に、Oracle Enterprise Schedulerにより親リクエストのECIDおよびFlowIdが含まれるDMS実行コンテキストが設定されるためです。Oracle Enterprise Schedulerがサブリクエストの発行を受信する前に、アプリケーションまたは一部のコンポーネント・レイヤーによりECIDまたはFlowIdが変更される場合があります。その場合、親およびサブリクエストのECIDまたはFlowIdが異なる場合があります。

スケジュールがリクエストの発行時に指定されている場合、発行されるリクエストは実行されていない絶対親を表します。Oracle Enterprise Schedulerは、指定されたスケジュールに従って子インスタンス・リクエストを自動的に作成し、新しいECIDおよびFlowIdが各子インスタンスに使用されます。子インスタンス・リクエストは、インスタンスの親リクエストを表し、それ自体の子が含まれる場合があります(サブリクエストまたはジョブ・セット・ステップ・リクエストなど)。一般的にそのような子には、そのインスタンスの親リクエストと同じECIDおよびFlowIdが含まれます。







19.3.4.2 DMS FlowIdおよびSOA CorrelationFlowId


Oracle Enterprise Schedulerでは、プロパティ名がFlowIdであるDMS FlowIdプロパティが使用されます。SOAには、DMS実行コンテキストに存在している場合があるプロパティがいくつかあります。その2つのプロパティは、SOA CorrelationFlowIdおよびSOA FlowIdプロパティです。DMS FlowIdプロパティ(FlowId)は、SOA CorrelationFlowIdの値の伝播に使用されます。DMSプロパティ名"oracle.soa.tracking.FlowId"は、SOA FlowIdプロパティの値の伝播に使用されます。このため、SOAによって発行されるOracle Enterprise Schedulerリクエストに関連付けられているFlowIdプロパティは、SOA CorrelationFlowIdの値と一致する場合があります。











19.4 ジョブ・リクエストの管理


ジョブ・リクエストを発行した後、requestIDを使用して、次のことを実行できます:

	
リクエスト情報の取得


	
リクエストの状態の変更


	
リクエスト・パラメータの更新








19.4.1 getRequestDetailによるジョブ・リクエスト情報の取得方法


ランタイム・サービスをrequestIDとともに使用して、システム内に存在するジョブ・リクエストの情報を取得できます。表19-2に、ジョブ・リクエスト情報を取得できるようにするランタイム・サービス・メソッドを示します。




表19-2 ランタイム・サービスのGetリクエスト・メソッド

	ランタイム・サービス・メソッド	説明
	
getRequestDetail()

	
指定したリクエストの完全なランタイム詳細を取得します。


	
getRequestDetailBasic()

	
指定したリクエストの基本的なランタイム詳細を取得します。このメソッドによって返されるRequestDetailには、ほとんどの情報がgetRequestDetail()として含まれますが、使用頻度の低い特定の情報はパフォーマンスを向上させるために省略されます。


	
getRequestParameter()

	
リクエスト・パラメータの値を取得します。


	
getRequests()

	
指定したリクエストに関連付けられている直接的な子リクエスト識別子の列挙を取得します。これには、完了していないリクエストのIDが含まれます(リクエスト・トランザクションがロールバックされる場合や、エラーが発生した場合など)。


	
getRequestState()

	
指定したリクエストの現在の状態を取得します。








例19-3 に、HOLD状態にある直接的な子リクエストがあるかどうかを判別するコードを示します。


例19-3 直接的な子のジョブ・リクエストが保留中であるかどうかの判別


        h = s_runtime.open();
        try {
 
            s_runtime.holdRequest(h,reqid);
 
            Enumeration  e = s_runtime.getRequests(h, reqid);
 
            boolean foundHold = false;
            while (e.hasMoreElements()) {
 
                long childid = ((Long)e.nextElement()).longValue();
                State state = s_runtime.getRequestState(h,childid);
                if (state == State.HOLD) {
                    foundHold = true;
                    break;
                }
            }









19.4.2 ジョブ・リクエスト状態の変更方法


ランタイム・サービスをrequestIDとともに使用して、ジョブ・リクエストの状態を変更できます。表19-3に、ランタイム・サービスのジョブ・リクエスト状態変更メソッドを示します。ジョブ・リクエスト管理メソッドを使用すると、ジョブ・リクエストの状態によっては、リクエストの状態を変更できます。たとえば、リクエストがCOMPLETED状態である場合は、cancelRequest()でリクエストを取り消すことはできません。




表19-3 ランタイム・サービスのジョブ・リクエスト状態メソッド

	ランタイム・サービス・メソッド	説明
	
cancelRequest()

	
終了状態にないリクエストの処理を取り消します。


	
deleteRequest()

	
終了状態にあるリクエストを削除対象としてマークします。


	
holdRequest()

	
WAITまたはREADY状態にあるリクエストのそれ以降の処理を保留にします。


	
releaseRequest()

	
リクエストのHOLD状態を解除します。








例19-4に、submitRequest()とジョブ・リクエストの状態を制御するメソッドを示します。holdRequest()は、ジョブ・リクエストの処理を保留にします。対応するreleaseRequest()によって、リクエストが解放されます。この例では、リクエストを保留にする必要がある条件は示しません。


注意:

例19-4について、次のことに注意してください。

	
例19-1に示されているように、ランタイム・サービス・ハンドルrHandleを取得します。


	
holdRequest()によって、リクエストがHOLD状態になります。


	
リクエストがHOLD状態にある間も、必要な一部の処理を実行できます。


	
releaseRequest()によって、リクエストのHOLD状態が解除されます。







例19-4 ランタイム・サービスのreleaseRequest()の使用


rHandle = runtime.open();
try 
{
            runtime.holdRequest(rHandle,reqid);
.
.
.
            runtime.releaseRequest(rHandle, reqid);
.
.
.
}
finally
{
        if (rHandle != null)
        {
            runtime.close(rHandle);
        }
 }









19.4.3 ジョブ・リクエストの優先度とジョブ・リクエスト・パラメータの更新方法


ランタイム・サービスを使用して、ジョブ・リクエストのシステム・プロパティまたはリクエスト・パラメータを更新できます。表19-4に、ジョブ・リクエストをロックおよび更新できるようにするランタイム・サービス・メソッドを示します。




表19-4 ランタイム・サービスの更新メソッド

	ランタイム・サービス・メソッド	説明
	
lockRequest()

	
指定されたリクエストのロックを取得します。ロックは、close()操作がその後で起動されるか、またはそのロックを包含するトランザクションがコミットされると解放されます。他のスレッドによってロックが保持されているときに、アプリケーションがこの操作の起動を試みると、このメソッドはロックが解放されるまでブロックされます。このメソッドは、リクエスト・パラメータまたはシステム・プロパティを更新する際に、データの一貫性を確保するために使用します。


	
setRequestParameter()

	
指定されたリクエスト・サブジェクトのプロパティ値を、プロパティの読取り専用制約に更新します。








例19-5に、ジョブ・リクエスト・パラメータを更新するコードを示します。例19-1に示されているように、このコードはtry/finallyブロック内に含められます。

例19-5は、次のことを示しています。

	
例19-1に示されているように、ランタイム・サービス・ハンドルrhandleを取得します。


	
lockRequest()を使用して、いずれかのリクエストにロックを取得します。


	
setRequestParameter()により更新操作を実行します。


	
close()を使用して、トランザクションをコミットまたはロールバック(取消し)します。close()はランタイム・サービス内のトランザクション動作を制御するだけでなく、Oracle Enterprise SchedulerによりRuntimeServiceHandleに関連付けられているリソースを解放できるようにします。





例19-5 ランタイム・サービス・パラメータの更新のサンプル


...
  s_runtime.lockRequest(rhandle, reqid);
  s_runtime.setRequestParameter(rhandle, reqId, paramName, "yy");
...











19.5 ジョブ・リクエストの問合せ


ランタイム・サービスを使用して、ジョブ・リクエスト情報を問い合せることができます。


これを行うには次の手順が必要になります。





	
リクエスト識別子の問合せとフィルタによる結果の制限。


	
問合せにより返される各リクエストIDの追加情報を提供するためのリクエスト詳細の取得。




問合せメソッドは、ランタイム・サービスのqueryRequests()メソッドの1つのみです。このメソッドにより、問合せに一致するリクエストIDの列挙が返されます。queryRequests()メソッドには、問合せ結果の選択に役立つフィールド、コンパレータおよび値の組合せが格納されたフィルタ引数が含まれます。戻り値には、完了していないリクエストのIDが含まれます(リクエスト・トランザクションがロールバックされる場合や、エラーが発生した場合など)。フィルタの詳細は、「フィルタの作成方法」を参照してください。

問合せにフィルタを作成すると、ランタイム・ストアを問い合せるときに、表19-5に示されているいずれかのフィールド名を使用できます。




表19-5 ランタイムの問合せ用の問合せフィルタ・フィールド(列挙RuntimeService.QueryFieldで定義)

	名前	説明
	
ABSPARENTID

	
リクエストの絶対親リクエストID。


	
APPLICATION

	
アプリケーション名。


	
ASYNCHRONOUS

	
ジョブが非同期、同期または不明のいずれであるかを示します。フィールドの値は、リクエストが処理されるまで設定されません。フィールドのデータ型はjava.lang.Booleanです。ジョブの性質がまだ決定されていない場合、この値はNULLにできます。


	
CLASSNAME

	
リクエストを処理した実行可能クラスの名前。


	
COMPLETED_TIME

	
Oracle Enterprise Schedulerでリクエストの処理が終了した日時。このフィールドは、プロセス・フェーズがCOMPLETEDに設定された時間を表します。


	
DEFINITION

	
ジョブ定義ID(メタデータ・オブジェクトID)。


	
ELAPSEDTIME

	
リクエストの実行に要した時間(ミリ秒)。


	
ENTERPRISE_ID

	
エンタープライズID。


	
ERROR_TYPE

	
リクエスト・エラー・タイプ。


	
EXTERNAL_ID

	
Oracle Enterprise Scheduler非同期Javaジョブの外部部分の識別子。


	
EXTERNAL_JOB_TYPE

	
リモート・ジョブのタイプを示します。


	
INSTANCEPARENTID

	
インスタンスの親リクエストのリクエストID。


	
JOB_TYPE

	
ジョブ・タイプID(メタデータ・オブジェクトID)。


	
LOGICAL_CLUSTER_NAME

	
リモート・ジョブが実行される論理クラスタを示します。


	
NAME

	
リクエストの説明。


	
PARENTREQUESTID

	
親リクエストID。


	
PRIORITY

	
リクエストの優先度。


	
PROCESS_PHASE

	
リクエストのプロセス・フェーズ。


	
PROCESSEND

	
プロセスが終了した日時。PROCESSSTARTは、リクエストがREADYからRUNNINGに遷移した場合にのみ設定されます。これは、(PROCESSEND - PROCESSSTART)に、状態がRUNNINGになってから終了状態に遷移するまでの、実行の全期間が含まれることを意味します。


	
PROCESSOR

	
リクエストを処理したインスタンスの名前。


	
PROCESSSTART

	
プロセスが開始した日時。PROCESSSTARTは、リクエストがREADYからRUNNINGに遷移した場合にのみ設定されます。これは、(PROCESSEND - PROCESSSTART)に、状態がRUNNINGになってから終了状態に遷移するまでの、実行の全期間が含まれることを意味します。


	
PRODUCT

	
製品名。


	
READYWAIT_TIME

	
リクエストがREADYになった後、実行を待機している時間(ミリ秒)。


	
REQUEST_CATEGORY

	
リクエストに指定されたリクエスト・カテゴリ。


	
REQUEST_DMS_ECID

	
リクエストの処理に使用されるDMS ECID。


	
REQUESTEDEND

	
リクエストされた終了時間。


	
REQUESTEDSTART

	
リクエストされた開始時間。


	
REQUESTID

	
発行されたリクエストのリクエストID。


	
REQUESTTYPE

	
リクエストのタイプ(つまり、RequestTypeの要素)。


	
RESULTINDEX

	
返された結果の開始および終了索引を制御します。ユーザーはこのフィールドを使用して、「10から20までの結果のみを返す」などの結果の制約を示すことができます。


	
RETRIED_COUNT

	
ジョブに関連付けられている再試行回数。このフィールドは、ジョブが再試行された回数を表します。


	
REQUESTTRIGGER

	
トリガーID (メタデータ・オブジェクトID)。


	
SCHEDULE

	
スケジュールID(メタデータ・オブジェクトID)。


	
SCHEDULED

	
スケジュールされたリクエストの実行時間。


	
STATE

	
ジョブ・リクエストの状態。


	
SUBMISSION

	
リクエストの発行時間。


	
SUBMITTER

	
リクエストの発行者。


	
SUBMITTER_DMS_ECID

	
リクエスト発行時のDMSコンテキストからのDMS ECID。


	
SUBMITTER_FLOWID

	
リクエスト発行時のDMSコンテキストからのSOA/DMS FlowId。


	
SUBMITTERGUID

	
リクエストの発行者GUID。


	
TIMED_OUT

	
ジョブがタイムアウトしたかどうかを示します。


	
TYPE

	
リクエストの実行タイプ。


	
USERNAME

	
リクエストを発行したユーザーの名前。


	
WAITTIME

	
リクエストが実行を待機している時間(ミリ秒)。


	
WORKASSIGNMENT

	
リクエストが処理されたときにアクティブだった作業割当ての名前。








表19-6にジョブ・リクエストを問い合せるランタイム・サービス・メソッドを、例19-6にこのメソッドの使用方法を示します。




表19-6 ランタイム・サービスの問合せメソッド

	ランタイム問合せメソッド	説明
	
queryRequests()

	
リクエストのサマリーを取得します。











例19-6 queryRequest()メソッドの使用


           Filter filter =
                new Filter(RuntimeService.QueryField.DEFINITION.fieldName(),
                           Filter.Comparator.EQUALS,
                           myJavaSucJobDef.toString())
                .and(RuntimeService.QueryField.STATE.fieldName(),
                     Filter.Comparator.EQUALS,
                     new Integer(12) );
 
            // 
            Enumeration requests =
                runtime.queryRequests(h, filter,
                           RuntimeService.QueryField.REQUESTID, true);









19.6 非定型ジョブ・リクエストの発行


非定型リクエストを使用するには、リクエスト・パラメータ、ジョブ定義、およびオプションで、メタデータ・リポジトリに保存せずに作成および定義するスケジュールを指定します。


非定型リクエストでは、メタデータ・リポジトリでジョブ・リクエストの詳細を定義する必要がありません。このため、非定型リクエストによって、メタデータ・リポジトリへの接続を使用しないで実行できる、省略されたジョブ・リクエスト発行プロセスがサポートされます。


注意:

非定型リクエストには、ジョブ・セットはサポートされないという制約があります。









19.6.1 非定型リクエストの作成方法



非定型リクエストを作成するには、非定型バージョンのsubmitRequest()を使用します。ジョブ定義の場合は、ジョブ定義MetadataObjectIdを指定するかわりに、表19-7で示されているように、ジョブ定義オブジェクトを定義して、ジョブ・タイプに対応するシステム・プロパティを使用できます。




表19-7 ジョブ・タイプに対する非定型リクエスト・ジョブ定義のシステム・プロパティ

	システム・プロパティ	説明
	
CLASS_NAME

	
実行するJavaクラスを指定します(Javaジョブ・タイプに対して)。


	
PROCEDURE_NAME

	
実行するPL/SQLストアド・プロシージャを指定します(SQLジョブ・タイプに対して)。


	
CMDLINE

	
プロセス・ジョブ・リクエストに対して外部プログラムを起動するために使用されるコマンド行を指定します。








非定型バージョンのsubmitRequest()の1つのシグネチャを使用すると、MetadataObjectIdsを指定する必要はありません。Scheduleオブジェクトを、オブジェクト・インスタンスを表す引数として、直接submitRequest()に指定できます。その他の非定型submitRequest()シグネチャを使用すると、メタデータのジョブ定義およびScheduleオブジェクトのインスタンスを使用して、ジョブ・リクエストを発行できます。

例19-7に、スケジュールを使用する非定型リクエスト発行のサンプル・コードを示します。

この例では、リクエスト発行に関する次の非定型固有の詳細に注意してください。





	
CLASS名は、Oracle Enterprise Schedulerによるジョブ・リクエストの実行時に、実行されるJavaクラスを定義するために次のように設定されます。p.add(SystemProperty.CLASS_NAME, "test.job.HelloWorld");


	
submitRequest()には、ジョブ・タイプを指定する次の引数が含まれます。JobType.ExecutionType.JAVA_TYPE。


	
表19-7に示されているいずれかのシステム・プロパティを設定することによって、非定型リクエストが処理されるときに実行するJavaクラス、プロシージャ名またはコマンド行プログラムを指定します。


	
非定型バージョンのsubmitRequest()をコールして、リクエストを定義するために設定するシステム・プロパティに対応するタイプ引数を指定します。指定するタイプは、JAVA_TYPE、SQL_TYPEまたはPROCESS_TYPEのいずれかである必要があります。


	
他のすべてのジョブ・リクエストと同様に、ジョブ・リクエストに関連付ける適切なシステム・プロパティを設定します。








例19-7 非定型リクエストのリクエスト・パラメータとスケジュールの作成


            RequestParameters p = new RequestParameters();
            String propName = "testProp";
            String propValue = "testValue";
            p.add(propName, propValue);
            p.add(SystemProperty.REQUEST_EXPIRATION, new Integer(10));
            p.add(SystemProperty.LISTENER, "test.listener.TestListener");
            p.add(SystemProperty.EXECUTE_PAST, "TRUE");
            p.add("application", getApplication());
            p.add(SystemProperty.CLASS_NAME, "test.job.HelloWorld");
 
            Calendar start = Calendar.getInstance();
            start.add(Calendar.SECOND, 5);
            Calendar end = (Calendar) start.clone();
            end.add(Calendar.SECOND, 5);
 
            Recurrence recur = new Recurrence(RecurrenceFields.FREQUENCY.SECONDLY,
                                     2, start, end);
 
            Schedule schedule = new Schedule("mySchedule",
                                     "Run every 2 sec for 5 seconds.", recur);
 
            // adhoc submission, no metadata definitions passed
            reqId = runtime.submitRequest(h,
                                    "testAdhocJavaWithSchedule",
                                  JobType.ExecutionType.JAVA_TYPE, schedule,                                       null, Calendar.getInstance(), null, p);









19.6.2 非定型リクエストの作成時の処理内容


非定型のsubmitRequest()では、リクエストに対してリクエスト識別子が返されます。他のすべてのジョブ・リクエストと同様に、このリクエスト識別子をsetRequestParameter()やgetRequestDetail()などのランタイム・コールとともに使用できます。

非定型ジョブ定義を使用してリクエストを作成するsubmitRequestシグネチャは1つのみ存在します。この場合、RequestDetail.getJobDefn()から取得されるジョブ定義IDはNULLです。非定型ジョブ定義がない場合、リクエストは非定型とはみなされません。







19.6.3 非定型リクエストに関する必知事項


非定型リクエストで使用するスケジュールを定義し、除外日を指定するには、スケジュールに対してaddExclusionDate()メソッドを使用して日付を除外する必要があります。非定型リクエストでは、スケジュールに対してaddExclusion()メソッドを使用して除外日を指定するスケジュールは使用できません。

現在、スケジュールが非定型の場合、ExclusionDefinitionのチェックはスキップされます。このため、スケジュールを使用し、addExclusion()を使用して非定型ジョブ・リクエストを発行する場合は、ジョブ・リクエストに対してExclusionsDefinition IDが使用されません。









19.7 前処理および後処理ハンドラの実装


ジョブのコア・ロジックとともに、ジョブの主要実行コードの前後で実行されるコードを含めることができます。前処理ハンドラと呼ばれる、前に実行されるコードを使用して、ジョブ実行可能ファイルに特定の条件を設定するなどの操作を実行できます。

後処理ハンドラと呼ばれる、後で実行されるコードを使用すると、レポートの印刷や通知の送信などによる、ジョブ実行可能ファイルの結果の処理といった操作を実行できます。

特定のインタフェースを実装し、使用するクラスを示すシステム・プロパティを通じてサービスに実装を接続することによって、前処理および後処理ハンドラを提供します。





19.7.1 前処理ハンドラの実装


前処理ハンドラを使用すると、コードでジョブの実行環境を作成するための操作を実行できます。これには、ジョブで必要なリソースへの接続の作成などが含まれます。

プリプロセッサは、リクエストがRUNNING状態に遷移した場合に、リクエストの実行開始時にインスタンス化および起動されます。これはリクエストが実行されるたびに行われ、失敗したリクエストが再試行されたり、一時停止されたリクエストがそのサブリクエストの完了後に再開される場合にも行われます。

前処理ハンドラは、oracle.as.scheduler.PreProcessHandlerインタフェースを実装することにより作成します。前処理ハンドラ・クラスを用意して、SYS_preProcessシステム・プロパティをハンドラ・クラスの完全修飾名に設定することにより、これを使用する必要があることを指定します。ジョブ・メタデータでプロパティを定義するか、リクエスト発行パラメータにプロパティを含めることができます。





19.7.1.1 PreProcessHandlerインタフェースの実装


PreProcessHandler実装では、ジョブで必要な前処理アクションを実行してから、インタフェースの1つのメソッドであるpreProcessからoracle.as.scheduler.HandlerActionインスタンスを返す必要があります。(ジョブで取消しがサポートされるようにするために、クラスでCancellableインタフェースを実装することもできます。これには、空のコンストラクタも提供する必要があります。)

preProcess実装により返されるHandlerActionインスタンスでは、ジョブを続行する必要があるかどうか、および続行する条件に関するステータスを示す必要があります。HandlerActionクラスを構築する場合、リクエストに対する前処理のステータスを示すHandlerStatusインスタンスにこのクラスを渡します。

サポートされているHandlerStatus値とアクションを次のリストに示します。サポートされていないステータスの場合は、リクエストがエラー状態に遷移し、再試行の対象となります(構成されている場合)。

	
PROCEEDは、リクエスト処理を開始する必要があることをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、RUNNING状態のままとなります。


	
WARNは、リクエスト処理を開始する必要があるが、警告をログに記録する必要があることをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、RUNNING状態のままとなります。


	
CANCELは、リクエストの前処理が取り消されたことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、CANCELLED状態に遷移します。


	
DELAYは、SYS_reprocessDelayシステム・プロパティで指定された時間、リクエスト処理を延期するようOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは遅延中、RUNNING状態のままとなります。


	
SYSTEM_ERRORは、ハンドラでエラーが発生したことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストはエラー状態に遷移し、再試行の対象となります(構成されている場合)。


	
BIZ_ERRORは、ハンドラでビジネス・エラーが発生したことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストはエラー状態に遷移し、再試行の対象にはなりません。












19.7.2 後処理ハンドラの実装


後処理ハンドラを使用すると、コードでジョブの実行後に行う必要がある操作を実行できます。これには、ジョブによって要求されたリソースへの接続の解放や、リクエスト固有のデータまたはステータスに基づくレポートの生成などが含まれます。

リクエストがCOMPLETED状態に遷移した場合、ポストプロセッサはジョブの実行後にインスタンス化および起動されます。プリプロセッサとは異なり、ポストプロセッサはリクエストに対して1回のみ起動されます。

後処理ハンドラは、oracle.as.scheduler.PostProcessHandlerインタフェースを実装することにより作成します。後処理ハンドラ・クラスを用意して、SYS_postProcessシステム・プロパティをハンドラ・クラスの完全修飾名に設定することにより、これを使用する必要があることを指定します。ジョブ・メタデータでプロパティを定義するか、リクエスト発行パラメータにプロパティを含めることができます。





19.7.2.1 PostProcessHandlerインタフェースの実装


PostProcessHandler実装では、ジョブで必要な後処理アクションを実行してから、インタフェースの1つのメソッドであるpostProcessからoracle.as.scheduler.HandlerActionインスタンスを返す必要があります。(ジョブで取消しがサポートされるようにするために、クラスでCancellableインタフェースを実装することもできます。これには、空のコンストラクタも提供する必要があります。)

postProcess実装により返されるHandlerActionインスタンスでは、ジョブを終了する必要があるかどうかおよび終了する条件に関するステータスを示す必要があります。HandlerActionクラスを構築する場合、リクエストに対する後処理のステータスを示すHandlerStatusインスタンスにこのクラスを渡します。

サポートされているHandlerStatus値とアクションを次のリストに示します。サポートされていないステータスの場合は、リクエストがWARNING状態に遷移します。

	
PROCEEDは、リクエストの後処理が正常に完了したことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。ポストプロセッサを起動する直前のリクエストのステータスに応じて、リクエストがSUCCEEDED状態またはWARNING状態に遷移します。


	
WARNは、リクエストの後処理により警告が生成されたことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、WARNING状態に遷移します。


	
CANCELは、リクエストの後処理が取り消されたことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、WARNING状態に遷移します。


	
DELAYは、SYS_reprocessDelayシステム・プロパティで指定された時間、リクエスト処理を延期するようOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは遅延中、COMPLETED状態のままとなります。


	
SYSTEM_ERRORは、ハンドラでエラーが発生したことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、WARNING状態に遷移します。


	
BIZ_ERRORは、ハンドラでビジネス・エラーが発生したことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、WARNING状態に遷移します。


















4 事前デプロイ済のネイティブ・ホスティング・アプリケーションの使用


事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションは、Oracle Enterprise Schedulerの一部として含まれます。独自のカスタム・ホスティング・アプリケーションを作成する必要がないため、Oracle Enterprise Schedulerの起動および実行のプロセスが大幅に簡略化されます。

Oracle Enterprise Schedulerは柔軟であり、実装およびデプロイメント・オプションが用意されています。「ジョブ開発の計画」は、ジョブ開発およびデプロイメント・プロセスの計画方法の概要を説明しています

この章の内容は次のとおりです。

	
概要


	
プロパティ


	
メタデータ


	
セキュリティ権限








4.1 概要


事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションは、独自のカスタム・ホスティング・アプリケーションの開発に代わる便利な手段で、Javaベースのジョブ以外のすべてのジョブを実行するのに使用できます。

事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションは、Oracle Enterprise Schedulerサーバー上のOracle Enterprise Schedulerコアとともに配置されます。事前デプロイ済ネイティブ・アプリケーションは、ドメイン内の1つのクラスタにのみデプロイできます。Enterprise Scheduler Basicテンプレートでは、事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションが、スケジューラ・サーバー・コンポーネントとともにデプロイされるため、ドメイン内の1つのクラスタにのみターゲット設定できます。

事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションでは、次のJNDI名にマップされているOracle Enterprise Scheduler Beanのリモート・インタフェースを公開しています。

	
ランタイム・サービスBean: java:comp/env/essnative/runtimeservice


	
メタデータ・サービスBean: java:comp/env/essnative/metadataservice


	
非同期リクエストBean: java:comp/env/essnative/asyncrequest




ユーザーが他のホスティング・アプリケーションを使用している場合、weblogicのejb-jar.xmlで宣言することによりBeanは前述の方法で公開されます。







4.2 プロパティ


事前デプロイ済のネイティブ・ホスティング・アプリケーション・プロパティには、プロパティとそのデフォルト設定が示されます。




表4-1 事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションのプロパティ

	プロパティ名	値
	
PolicyStripe

	
EssNativeHostingApp


	
LogicalAppName

	
EssNativeHostingApp


	
J2ee App Name

	
EssNativeHostingApp


	
RuntimeService EJB JNDI name

	
essnative/runtimeservice


	
MetadataService EJB JNDI name

	
essnative/metadataservice


	
AsyncRequestBean JNDI name

	
essnative/asyncrequest


	
MDS Partition

	
essUserMetadata


	
MDS namespace

	
/oracle/apps/ess













4.3 メタデータ


通常、ホスティング・アプリケーションには、MDSにロードされるMARメタデータが含まれますが、MARアーカイブを事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションに直接追加できません。

事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションにデプロイするMARアーカイブがある場合、クライアント・アプリケーションを介するかメタデータAPIを使用してデプロイする必要があります(「メタデータ・サービスの使用」を参照)。

Oracle Enterprise Schedulerでは、ネイティブ・ホスティング・アプリケーションのストライプをOPSSに登録することにより、これをプロモートします。次に、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlおよびその他のMBeanから表示可能な状態でストライプが公開されます。アプリケーション・ロールおよびポリシーは、ネイティブ・ホスティング・アプリケーション内のメタデータに対して実行時に構成できます。







4.4 セキュリティ権限


権限を、事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションによって実行されるすべてのジョブに対して付与する必要があります。

デフォルトで、EssNativeHostingAppは、SOAおよびService Busで定義されている権限のサポートを拡張します。これは、値EssNativeHostingApp、soa-infra、Service_Bus_Consoleで指定されたプロパティHostingAppPolicyStripeを使用してess-config.xml内で構成されます。

別の製品(SOAまたはService Bus以外)でOracle Enterprise Schedulerをインストールした場合、Oracle Enterprise SchedulerまたはWLSTスクリプトを使用して、ストライプのこのプロパティ・リストを拡張する必要があります。





4.4.1 ポリシー・ストライプの構成


EssNativeHostingAppセキュリティ・ポリシー・ストライプは、ess-config.xmlファイルをカスタマイズして構成します。Oracle Enterprise Schedulerプロパティ名は、HostingAppPolicyStripeです。次の例は、WLSTコマンドを使用して、ポリシー・ストライプ値を確認し変更する方法を示しています。

現在のポリシー・ストライプの値を確認します。


oracle_common/bin/essManageRuntimeConfig.sh \
   -u weblogic -p welcome1 -P 7001 -H localhost -s ess_server1 \
   -A EssNativeHostingApp -n HostingAppPolicyStripe -t ESS


ポリシー・ストライプの値を変更します。


 oracle_common/bin/essManageRuntimeConfig.sh \
   -u weblogic -p welcome1 -P 7001 -H localhost -s ess_server1 \
   -m -A EssNativeHostingApp -n HostingAppPolicyStripe -t ESS 
   -v MyPolicyStripe


WLSTコマンドの詳細は、Oracle Fusion Middleware SOA Suite WLSTコマンド・リファレンスを参照してください。







4.4.2 複数のアプリケーション・ストライプのサポート


事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションは、複数のストライプをサポートしています。事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションのポリシー・ストライプは、SOAおよびService Busアプリケーション用に事前構成されています。


<EssProperty key="HostingAppPolicyStripe"
   value="EssNativeHostingApp,soa-infra,Services_Bus_Console"/>


Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはWLSTを使用して、ポリシー・ストライプをHostingAppPolicyStripeプロパティの値に付加し、このストライプ・リストを拡張できます。また、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの「アプリケーション・プロパティ」ページを使用して、事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションのHostingAppPolicyStripeプロパティを変更することもできます。

このプロパティは、事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションの構成ファイルにのみ適用できます。事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションのejb-jar.xmlファイル内にはポリシー・ストライプの静的定義がないため、HostingAppPolicyStripeプロパティで指定されている既存のポリシー・ストライプを保持する必要があることに注意してください。













14 プロセス・ジョブの作成と使用


この章では、Oracle Enterprise Schedulerを使用して、スクリプトまたはバイナリ・コマンドを分岐プロセスで実行するプロセス・ジョブを作成する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
プロセス・ジョブ定義の作成の概要


	
プロセス・ジョブ・タイプのジョブ定義の作成および格納


	
プロセス・ジョブに対するエージェント・ハンドラの使用


	
プロセス・ジョブのロケール




ランタイム・サービスの使用方法の詳細は、「ランタイム・サービスの使用」を参照してください。





14.1 プロセス・ジョブ定義の作成の概要


Oracle Enterprise Schedulerを使用すると、Javaクラス、PL/SQLストアド・プロシージャ、生成されたジョブとして実行されるプロセス・ジョブなど、様々なタイプのジョブ・リクエストを実行できます。

Oracle Enterprise Schedulerを使用してプロセス・タイプのジョブを実行するには、特定のメタデータを指定して、実行するプロセス・タイプのジョブの特性を定義する必要があります。また、実行時間のスケジュールなどの、ジョブ・リクエストのプロパティを指定する場合もあります。

Oracle Enterprise Schedulerを使用してプロセス・タイプのジョブ・リクエストを指定するには、次の3つのステップ・プロセスを実行します。

	
Oracle Enterprise Schedulerを使用して実行するスクリプトまたはバイナリ・コマンドを、作成または取得します。生成されたプロセスのためのスクリプトまたはコマンドは以前に作成済であると想定しているため、このステップについては説明しません。


	
Oracle Enterprise Scheduler APIをアプリケーションで使用して、ジョブ・タイプとジョブ定義のオブジェクトを作成し、これらのオブジェクトをメタデータ・リポジトリに格納します。


	
Oracle Enterprise Scheduler APIを使用して、ジョブ・リクエストを発行します。リクエストの発行方法の詳細は、「ランタイム・サービスの使用」を参照してください。




Oracle Enterprise Scheduler APIを使用したアプリケーションを作成した後、このアプリケーションをパッケージ化してデプロイする必要があります。

実行時に、ジョブ・リクエストを発行した後、ジョブ・リクエストをモニターおよび管理できるようになります。ジョブ・リクエストの監視および管理の詳細は、「ランタイム・サービスの使用」を参照してください。







14.2 プロセス・ジョブ・タイプのジョブ定義の作成および格納


Oracle Enterprise Schedulerでプロセス・タイプのジョブを使用するには、メタデータ・サービスを特定してジョブ定義を作成する必要があります。

ジョブ定義は、名前とジョブ・タイプを指定して作成します。ジョブ定義を作成するときには、特定のシステム・プロパティも設定する必要があります。ジョブ定義は、メタデータ・サービスを使用してメタデータ・リポジトリに格納できます。

メタデータ・サービスの使用方法の詳細は、「メタデータ・サービスの使用」を参照してください。





14.2.1 プロセス・ジョブ・タイプを作成および格納する方法


Oracle Enterprise SchedulerのJobTypeオブジェクトでは、実行タイプを指定し、ジョブ・リクエストの共通プロパティ・セットを定義します。1つのジョブ・タイプを定義して、1つ以上のジョブ定義で共有できます。Oracle Enterprise Schedulerでは、次の3つの実行タイプがサポートされています。

	
JAVA_TYPE: Javaで実装され、コンテナ内で実行されるジョブ定義に使用します。


	
SQL_TYPE: データベース・サーバーでPL/SQLストアド・プロシージャとして実行されるジョブ定義に使用します。


	
PROCESS_TYPE: ホスト・オペレーティング・システムの制御下で個別のプロセスとして実行される、バイナリおよびスクリプトのジョブ定義に使用します。




JobTypeを指定する場合、JobTypeに関連付けられる特性を定義するSystemPropertiesを指定することもできます。表14-1に、リクエストによってプロセス・ジョブ・タイプに対するプロセスが生成された場合の、リクエストの処理方法を指定するプロパティを示します。




表14-1 プロセス・タイプのジョブのためのシステム・プロパティ

	システム・プロパティ	説明
	
BIZ_ERROR_EXIT_CODE

	
実行ビジネス・エラーを示すプロセス・ジョブ・リクエストのプロセス終了コードを指定します。このプロパティが指定されていない場合、プロセス終了コード4は実行ビジネス・エラーとして処理されます。


	
CMDLINE

	
外部プログラムを起動するために必要なコマンド行。


	
ENVIRONMENT_VARIABLES

	
生成されたプロセスに対して設定される環境編集を表す名前/値ペア(name=value)のカンマ区切りリスト。


	
REDIRECTED_OUTPUT_FILE

	
プロセス・ジョブ・リクエストに対して標準出力およびエラー・ストリームがリダイレクトされるファイルを指定します。


	
REQUESTED_PROCESSOR

	
生成されたジョブが実行されるOracle WebLogic Serverノード。


	
SUCCESS_EXIT_CODE

	
プロセス・ジョブ・リクエストの正常実行を示すプロセス終了コード。このプロパティが指定されていない場合、プロセス終了コード0は正常完了として処理されます。


	
WARNING_EXIT_CODE

	
生成されたジョブの正常実行を示すプロセス終了コード。このプロパティが指定されていない場合、プロセス終了コード3は警告終了として処理されます。


	
WORK_DIR_ROOT

	
生成されたプロセスの作業ディレクトリ。








システム・プロパティの詳細は、「パラメータとシステム・プロパティの使用」を参照してください。

例14-1に、PROCESS_TYPEを使用したジョブ定義のサンプルを示します。

例14-1に示すように、プロセス・ジョブ・タイプを作成して格納する場合は、次を実行します。

	
JobTypeコンストラクタを使用して、String名とJobType.ExecutionType.PROCESS_TYPE引数を指定します。


	
「メタデータ・サービスへのアクセス」に示されているように、メタデータ・ポインタを取得します。メタデータ・サービスのaddJobType()メソッドを使用して、JobTypeをメタデータに格納します。


	
addJobType()によって返されるMedatdataObjectIdでは、一意の識別子を使用して、メタデータ・リポジトリ内のメタデータ・オブジェクトを一意に識別します。





例14-1 Oracle Enterprise Schedulerジョブ定義の作成およびジョブ定義プロパティの設定


import oracle.as.scheduler.ConcurrentUpdateException;
import oracle.as.scheduler.JobType;
import oracle.as.scheduler.JobDefinition;
import oracle.as.scheduler.MetadataService;
import oracle.as.scheduler.MetadataServiceHandle;
import oracle.as.scheduler.MetadataObjectId;
import oracle.as.scheduler.MetadataServiceException;
import oracle.as.scheduler.ParameterInfo;
import oracle.as.scheduler.ParameterInfo.DataType;
import oracle.as.scheduler.ParameterList;
import oracle.as.scheduler.SystemProperty;
import oracle.as.scheduler.ValidationException;

    void createDefinition( )
        throws MetadataServiceException,ConcurrentUpdateException,
               ValidationException
    {
        MetadataService metadata = ...
        MetadataServiceHandle mshandle = null;
       
        try
        {
            ParameterInfo pinfo;
            ParameterList plist;
           
            mshandle = metadata.open();
           
            // Define and add a PL/SQL job type for the application metadata.
            String jobTypeName = "ProcessJobDefType";
            JobType jobType = null;
            MetadataObjectId jobTypeId = null;
           
            jobType = new JobType(jobTypeName, JobType.ExecutionType.
                                  PROCESS_TYPE);
           
            plist = new ParameterList();
            pinfo = SystemProperty.getSysPropInfo(SystemProperty.CMDLINE);
            plist.add(pinfo.getName(), pinfo.getDataType(), "/bin/myprogram 
                      arg1 arg2", false);
            pinfo = SystemProperty.getSysPropInfo(SystemProperty.
                                                  ENVIRONMENT_VARIABLES);
            plist.add(pinfo.getName(), pinfo.getDataType(), 
                                       "LD_LIBRARY_PATH=/usr/lib", false);
            pinfo = SystemProperty.getSysPropInfo(SystemProperty.PRODUCT);
            plist.add(pinfo.getName(), pinfo.getDataType(), "HOW_TO_PROD", false);
            jobType.setParameters(plist);
           
            jobTypeId = metadata.addJobType(mshandle, jobType, "HOW_TO_PROD");
           
            // Define and add a job definition for the application metadata.
            String jobDefName = "ProcessJobDef";
            JobDefinition jobDef = null;
            MetadataObjectId jobDefId = null;
           
            jobDef = new JobDefinition(jobDefName, jobTypeId);
            jobDef.setDescription("Demo Process Type Job Definition " +
                                   jobDefName);
           
            plist = new ParameterList();
            plist.add("myJobdefProp", DataType.STRING, "myJobdefVal", false);
 
            pinfo = SystemProperty.getSysPropInfo(SystemProperty.
                                                  REDIRECTED_OUTPUT_FILE);
            plist.add(pinfo.getName(), pinfo.getDataType(), "/tmp/" + jobDefName 
                      + ".out", false);
 
            jobDef.setParameters(plist);
           
            jobDefId = metadata.addJobDefinition(mshandle, jobDef, "HOW_TO_PROD");
        }
        catch (Exception e)
        {
          [...]
        }
        finally
        {
            // Close metadata service handle in finally block.
            if (null != mshandle)
            {
                metadata.close(mshandle);
                mshandle = null;
            }
        }
    }









14.2.2 プロセス・タイプのジョブ定義を作成および格納する方法



プロセス・タイプのジョブを使用するには、ジョブ定義を作成して格納する必要があります。


注意:

ジョブ・タイプを指定してジョブ定義を作成した後で、タイプやジョブ定義名を変更することはできません。ジョブ・タイプやジョブ定義名を変更するには、新しいジョブ定義を作成する必要があります。



例14-1に、ジョブ定義コンストラクタおよびジョブ・タイプを使用してジョブ定義を作成する方法を示します。表14-1に、ジョブ定義に関連付けられる一部のシステム・プロパティを示します。

例14-1に示すように、ジョブ定義を作成して格納する場合は、次を実行します。





	
JobDefinitionコンストラクタを使用して、String名およびメタデータに格納されているジョブ・タイプを指すMetadataObjectIDを指定します。


	
新しいジョブ定義に対して適切なプロパティを設定します。


	
「メタデータ・サービスへのアクセス」に示されているように、メタデータ・ポインタを取得します。次に、メタデータ・サービスaddJobDefinition()メソッドを使用して、ジョブ定義をメタデータ・リポジトリに格納し、MetadataObjectIDを返します。














14.3 プロセス・ジョブに対するエージェント・ハンドラの使用


Oracle Enterprise Schedulerで個別のプロセス・ジョブを管理するには、エージェント・ハンドラが必要です。エージェント・ハンドラは、プロセス・ジョブの実行を検証、生成、モニターおよび制御し、またプロセス・ジョブの終了ステータスをOracle Enterprise Schedulerに返します。

エージェント・ハンドラにより、Oracle Enterprise Schedulerの可用性のモニターやジョブ取消しリクエストの処理も行われます。ジョブが異常終了した(またはジョブの取消しリクエストが発行された)場合、エージェント・ハンドラは生成されたプロセスを(その子とともに)終了し、エージェント・ハンドラも終了します。これにより、オペレーティング・システム・タイプが検出され、適切なシステム・コールを使用して、プロセス・ジョブが起動、管理および終了されます。

Oracle Enterprise Schedulerのエージェント・ハンドラを使用して、そのログを/tmpフォルダに生成できます。ログの生成は、Oracle Enterprise Schedulerのログ・レベルをFINE、FINERまたはFINESTに設定して、/tmpフォルダへの読取り権限および書込み権限を確保することによって有効化する必要があります。プロセス・ジョブの起動ごとにログ・ファイルが1つ生成されます。ログ・ファイルには、プロセス・ジョブの起動ログがリストされ、ここには、環境変数のリスト、プロセス・ジョブに対して指定されたコマンド行とリダイレクトされた出力ファイル、プロセス・ジョブのプロセスIDと終了コード、プロセスの生成中に検出されたエラーなどが含まれます。





14.3.1 エージェント・ハンドラの選択


Oracle Enterprise Schedulerでは、2つの異なるエージェント・ハンドラ、つまりJavaエージェント・ハンドラとPerlエージェント・ハンドラが提供されます。両方のエージェント・ハンドラの機能は同等ですが、Javaエージェント・ハンドラではWindowsでのterminate-spawned-process-on-restart動作がサポートされていないという点が異なります。

デフォルトで、Oracle Enterprise Schedulerでは、標準および拡張モードのリクエストにJavaエージェント・ハンドラが使用されます。Fusionモードでのリクエストには、常時、Perlのエージェント・ハンドラを使用します。標準および拡張リクエスト・モードでPerlのエージェント・ハンドラを使用するには、プロセスのジョブを実行しているホスティング・アプリケーションに関連付けられたess-config.xmlファイルに、次の例に示すようにPerlCommandプロパティを追加する必要があります。


<EssProperties>
   <EssProperty key="RequestFileDirectory" value="/tmp/ess/requestFileDirectory"/>
   <EssProperty key="RequestFileDirectoryShared" value="false"/>
     ...   
   <EssProperty key="PerlCommand" value="/usr/bin/perl"/>
</EssProperties>


ディレクトリ名などの環境に依存する値を指定するため、トークンの置換を使用できます。詳細は、「トークンおよび論理クラスタの使用」を参照してください。

Oracle Enterprise SchedulerのPerlエージェントには、Oracle Perlバージョン5.10以上が必要です。プロセス・ジョブをサポートするPerlをインストールする手順は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Schedulerの管理』の「プロセス・ジョブをサポートするPerlの構成」に記載されています。


注意:

Fusion Applications環境でOracle Enterprise Schedulerを実行する場合、Perlエージェント・ハンドラを使用する必要があります。











14.4 プロセス・ジョブのロケール


個々のプロセス・ジョブは、実行時にプロセス・ジョブに適用されるロケール環境変数設定によって決定される様々なロケールおよびエンコーディングを使用できます。プロセス・ジョブでは、リクエストの完了後にOracle Enterprise Schedulerにより、リクエスト・ログおよび出力ファイルがコンテンツ・ストアにインポートされます。

プロセス・ジョブのロケール環境変数は、プロセス・ジョブ定義やホスティング・アプリケーションのess-config.xmlファイルなど、複数の場所で指定できます。プロセス・ジョブのロケール解決ロジックは、次の優先順位でリクエストに有効なLC_ALLおよびLANG環境変数を決定します。

	
リクエストに関連付けられているSYS_environment(最も高い優先順位)


	
ホスティング・アプリケーションのess-config.xmlファイル


	
WebLogic Serverのロケール(最も低い優先順位)




すべてのプロセス・ジョブで、有効なロケールおよびエンコーディングは、前述の優先順位に基づいて決定されます(有効なLC_ALL値は有効なLANG値をオーバーライドします)このエンコーディングは、ログにのみ適用され、出力には適用されません。








